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謝
す
る
の
は
団
員
。
団
員
あ
っ
て

こ
そ
だ
か
ら
ね
。」
と
お
話
し
く

だ
さ
っ
た
中
川
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
大

戸
の
第
八
分
団
の
消
防
団
に
入
団
、
ラ
ッ

パ
隊
に
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
夜
７
時
半

か
ら
９
時
く
ら
い
ま
で
昔
の
体
育
館
裏
、

陸
橋
の
下
、
文
化
会
館
の
裏
や
中
学
校
体

育
館
の
裏
な
ど
を
練
習
場
と
し
、
山
に
向

か
っ
て
ラ
ッ
パ
を
吹
い
た
の
だ
と
か
。

　
平
成
23
年
の
寛
仁
親
王
牌
の
た
め
に
結

成
さ
れ
た
特
別
編
成
吹
奏
楽
隊
で
は
、
普

段
の
練
習
の
他
に
も
練
習
が
あ
り
、
隊
員

は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
も
「
選
手
に
影
響
す
る
か
ら
絶
対
に
間

違
え
ら
れ
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
必
死
に

練
習
を
重
ね
、
１
ヶ
月
前
に
な
る
と
１
日

お
き
に
練
習
。「
決
勝
ス
タ
ー
ト
前
は
怖

い
く
ら
い
静
か
で
緊
張
し
た
。」
と
当
時

の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

内
さ
ん
は
、
弥
彦
麓
郵
便
局
長
と

し
て
勤
務
さ
れ
な
が
ら
選
挙
管
理

委
員
を
20
年
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　
当
時
の
地
元
の
区
長
さ
ん
と
議
員
さ
ん

か
ら
声
が
か
か
っ
た
際
に
「
わ
た
し
に
で

き
る
こ
と
な
ら
い
い
で
す
よ
。」
と
引
き

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
長
年
勤
め
ら
れ
た
の
は
、「
た
ま
た
ま

地
元
に
ず
っ
と
い
て
、
会
社
の
理
解
も

あ
っ
た
か
ら
。
そ
し
て
役
場
の
み
な
さ
ん

の
お
陰
で
す
。」
と
謙
遜
す
る
堀
内
さ
ん
。

　
来
年
大
き
な
選
挙
が
続
き
ま
す
が
、「
ミ

ス
や
事
故
は
慣
れ
か
ら
く
る
思
い
込
み
だ

と
思
っ
て
い
る
。
決
め
ら
れ
た
通
り
に
決

め
ら
れ
た
方
法
で
や
る
。
分
か
ら
な
か
っ

た
ら
指
導
を
受
け
、
自
分
勝
手
に
決
め
な

い
と
い
う
こ
と
」
と
選
挙
管
理
委
員
と
し

て
の
心
構
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
感

堀
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わ
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ほ
り
う
ち
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か
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20 今
月

の
や

ひ
こ

び
と

　
秋

の
叙

勲

　
こ
の
11
月
１
日
、
山
形
県
飯
豊
（
い
い
で
）
町
を

訪
ね
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
式
を

終
了
後
、
11
時
半
に
役
場
を
出
発
し
ま
し
た
。
同
行

者
は
武
石
議
会
議
長
、
総
務
課
の
課
長
補
佐
の
計
３

人
。
途
中
す
っ
か
り
紅
葉
と
な
っ
た
県
境
の
峠
を
越

え
、
飯
豊
町
役
場
に
つ
い
た
の
は
午
後
２
時
半
で
し

た
。
訪
問
の
目
的
は
、
弥
彦
村
が
大
災
害
を
受
け
、

全
村
避
難
と
な
っ
た
時
、
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め

の
災
害
協
力
協
定
締
結
の
下
相
談
を
す
る
た
め
で
し

た
。

　
役
場
に
は
後
藤
幸
平
町
長
を
は
じ
め
防
災
担
当
の

幹
部
職
員
の
方
２
人
が
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
挨
拶
と
お
茶
を
一
杯
い
た
だ
き
す
ぐ
に
、
町
長

の
案
内
で
町
の
避
難
収
容
施
設
を
視
察
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
町
に
は
18
ヵ
所
の
避
難
施
設
が
あ
り
、

収
容
人
員
は
一
人
３
㎡
の
面
積
で
１
万
２
百
人
で
し

た
。
　

　
第
一
小
学
校
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
部
地
区

公
民
館
・
し
ら
さ
ぎ
荘
、
県
少
年
自
然
の
家
、
美
の

里
な
ど
で
す
。
飯
豊
町
は
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は

福
島
県
か
ら
の
沢
山
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
時
の
経
験
か
ら
高
齢
者
で
施
設
に

入
居
さ
れ
て
い
た
人
へ
の
対
応
も
「
大
丈
夫
」（
後
藤

町
長
）
と
の
心
強
い
言
葉
で
し
た
。

　
飯
豊
町
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
に
参

加
し
て
い
る
自
然
に
も
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
所
で

し
た
。
弥
彦
村
は
す
で
に
同
様
な
協
定
を
長
野
県
青

木
村
と
結
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
こ
も
受
け
入
れ
態
勢

が
整
っ
て
お
り
、
飯
豊
町
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、

最
悪
の
事
態
と
な
っ
て
も
災
害
難
民
と
な
ら
ず
に
済

み
ま
す
。
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

弥
彦
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長
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彦

瑞
宝
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消
防
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元
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小
林
村
長

堀
内
岳
郎
さ
ん

武
石
政
則
さ
ん

竹
田
賢
一
郎
さ
ん

武
石
議
長

平
成
30
年
度

弥
彦
村
自
治
功
労
者
表
彰

　
長
年
、
弥
彦
村
政
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
称
え
る

本
村
の
褒
章
制
度
「
第
50
回
弥
彦
村
自
治
功
労
者
表
彰
」
の
表
彰

式
を
11
月
１
日
に
行
い
ま
し
た
。

■
表
彰
の
部

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
20
年

　
堀 

内
　
岳 

郎
（
麓
二
区
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
10
年

　
丸 

山
　
良 

子
（
境
江
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
10
年

　
丸 

山
　
文 

子
（
井
田
）

○
献
血
回
数
50
回
以
上

　
平 

澤
　
　
一
（
魵
穴
）

○
農
業
委
員
９
年

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
１
年

　
竹 

田
　
賢
一
郎
（
麓
一
区
）

○
農
業
委
員
９
年

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
１
年

　
武 

石
　
政 

則
（
麓
一
区
）

■
感
謝
状
の
部

○
自
治
振
興
事
業
高
額
寄
付

　
お
申
し
出
に
よ
り
お
名
前
を

　
伏
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

○
自
治
振
興
事
業
高
額
寄
付

　
堀 

内
　
岳 

郎
（
麓
二
区
）

////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

小中学校通学路に防犯カメラを設置しました
防　犯

カメラ　弥彦村では、子どもたちの危険を取り除くため、
登下校時における総合的な防犯対策を強化する
必要があるという観点から、９月５日に関係機関約
50名が集まり「弥彦村通学路の安全を考える会」
が開催されました。

【参加関係機関】
・小中学校・小学校ＰＴＡ代表・セーフティス
タッフ代表・村担当課・西蒲警察署・弥彦交番

　この考える会で地区ごとにグループ検討を行
い、通学路において「防犯カメラ」の設置がふさわ
しいと思われる場所を選定いただいた後、教育委
員会及び防犯担当で現地確認を行い、住家、商店
等がなく、地域において見守りが困難な通学路に
６か所８台(８方向)の防犯カメラを設置することに
なりました。

▲防犯カメラ設置の様子 ▲通学路について議論する様子

【防犯カメラ設置場所】
①県道吉田弥彦線 井田～弥彦間 ２か所３台
②村道麓二間橋線 山岸～麓二区間 ２か所３台
③二間口橋交差点 山岸地内 １か所１台
④村道山岸魵穴線 山岸地内 １か所１台

当日出席された方々当日出席された方々
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農
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利
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委
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１
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■
感
謝
状
の
部

○
自
治
振
興
事
業
高
額
寄
付
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申
し
出
に
よ
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表彰者 （順不同、敬称略）

高橋瑠奈（１年　後列右）
　私は外国に初めて行きました。モンゴルは日本とは
違う暮らしと文化で大変でしたが、モンゴルの人はと
ても良い人で、優しさにあふれていました。馬やラク
ダに乗ることができてとても楽しかったです。また行
きたいです！この交流で沢山のことを学びました。こ
れを未来につなげていきたいと思います。

石川舜也（２年　前列右）
　モンゴルでは、モンゴル人の温かさに触れることが
できました。また、ホームステイをする上で大切なこ
とは、コミュニケーションやアイコンタクトをとっ
て、仲を深めることだと感じました。今回の交流を通
じて自分の知識を広げることができ、とても良かった
です。

照田淳生（２年　前列左）
　モンゴルでは民族衣装や現地のお菓子などをいただ
きました。モンゴルに行って新しい知識を身につける
ことができ、成長することができました。今後の学校
生活で活かしていきたいです。来年はモンゴルの人た
ちをおもてなしする番です！温かい気持ちで歓迎しま
しょう。

小林青羽（２年　前列中央）
　僕が今回モンゴルに行って思ったことは、モンゴル
料理がとてもおいしかったことです。口に合うかどう
かは人それぞれですが、僕はおいしかったです。さら
におもてなしの料理の多さに驚きました。もう一度モ
ンゴルに行きたいです。自分の価値観が広がり、とて
も良い経験でした。

小林心咲（２年　後列中央）
　モンゴル人と日本人の考え方は全然違います。で
も、それをしっかりと受け入れなくてはならないと私
は思いました。文化は異なっても人の優しさは変わり
ません。文化や食事、言葉の違いにこだわらず、一歩
踏み出すことが大切なのだということを知ることがで
きました。

武石彩花（３年　後列左）
　戸惑うことも多くありましたが、モンゴルの方々に
とても優しくしてもらいました。子どもたちとの交流
は身振り手振りがほとんどでしたが、言葉が通じなく
てもこんなに楽しく、気持ちが通じるのだと実感する
ことができました。今回の体験を通じ自分を成長させ
ることができ、いい機会となりました。

～モンゴル国エルデネ村との交流を終えて～

　弥彦村とモンゴル国との相互理解・交流促進を目指し
て、11月３、４日の２日間、弥彦モンゴルフェア2018を行い
ました。
　モンゴルフェアでは、駐日モンゴル国大使館特別全権大
使のバッチジャルガル大使閣下、在新潟モンゴル国名誉領
事館の中山輝也名誉領事、五泉市の伊藤勝美市長からご
挨拶をいただいた後、弥彦中学校の生徒６名が、友好協定
を締結しているモンゴル国エルデネ村を８月に訪れた際の
体験交流の様子を発表しました。
　さらに馬頭琴とピアノのデュオ演奏が行われたほか、モ
ンゴルのお茶の試飲とおやつ（乾燥ヨーグルト）の試食、モ
ンゴルの民族衣装体験を行い、多くの方がモンゴル文化に
触れる機会となりました。

弥彦モンゴルフェア2018

バッチジャルガル特命全権大使中学生体験交流発表馬頭琴とピアノの演奏モンゴルのおやつとお茶
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小中学校通学路に防犯カメラを設置しました
防　犯

カメラ　弥彦村では、子どもたちの危険を取り除くため、
登下校時における総合的な防犯対策を強化する
必要があるという観点から、９月５日に関係機関約
50名が集まり「弥彦村通学路の安全を考える会」
が開催されました。

【参加関係機関】
・小中学校・小学校ＰＴＡ代表・セーフティス
タッフ代表・村担当課・西蒲警察署・弥彦交番

　この考える会で地区ごとにグループ検討を行
い、通学路において「防犯カメラ」の設置がふさわ
しいと思われる場所を選定いただいた後、教育委
員会及び防犯担当で現地確認を行い、住家、商店
等がなく、地域において見守りが困難な通学路に
６か所８台(８方向)の防犯カメラを設置することに
なりました。

▲防犯カメラ設置の様子 ▲通学路について議論する様子

【防犯カメラ設置場所】
①県道吉田弥彦線 井田～弥彦間 ２か所３台
②村道麓二間橋線 山岸～麓二区間 ２か所３台
③二間口橋交差点 山岸地内 １か所１台
④村道山岸魵穴線 山岸地内 １か所１台
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二
区
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
10
年

　
丸
山
　
良
子
（
境
江
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
10
年

　
丸
山
　
文
子
（
井
田
）

○
献
血
回
数
50
回
以
上

　
平
澤
　
　
一
（
魵
穴
）

○
農
業
委
員
９
年

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
１
年

　
竹
田
　
賢
一
郎
（
麓
一
区
）

○
農
業
委
員
９
年

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
１
年

　
武
石
　
政
則
（
麓
一
区
）

■
感
謝
状
の
部

○
自
治
振
興
事
業
高
額
寄
付

　
お
申
し
出
に
よ
り
お
名
前
を

　
伏
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

○
自
治
振
興
事
業
高
額
寄
付

　
堀
内
　
岳
郎
（
麓
二
区
）

表彰者 （順不同、敬称略）

高橋瑠奈（１年　後列右）
　私は外国に初めて行きました。モンゴルは日本とは
違う暮らしと文化で大変でしたが、モンゴルの人はと
ても良い人で、優しさにあふれていました。馬やラク
ダに乗ることができてとても楽しかったです。また行
きたいです！この交流で沢山のことを学びました。こ
れを未来につなげていきたいと思います。

石川舜也（２年　前列右）
　モンゴルでは、モンゴル人の温かさに触れることが
できました。また、ホームステイをする上で大切なこ
とは、コミュニケーションやアイコンタクトをとっ
て、仲を深めることだと感じました。今回の交流を通
じて自分の知識を広げることができ、とても良かった
です。

照田淳生（２年　前列左）
　モンゴルでは民族衣装や現地のお菓子などをいただ
きました。モンゴルに行って新しい知識を身につける
ことができ、成長することができました。今後の学校
生活で活かしていきたいです。来年はモンゴルの人た
ちをおもてなしする番です！温かい気持ちで歓迎しま
しょう。

小林青羽（２年　前列中央）
　僕が今回モンゴルに行って思ったことは、モンゴル
料理がとてもおいしかったことです。口に合うかどう
かは人それぞれですが、僕はおいしかったです。さら
におもてなしの料理の多さに驚きました。もう一度モ
ンゴルに行きたいです。自分の価値観が広がり、とて
も良い経験でした。

小林心咲（２年　後列中央）
　モンゴル人と日本人の考え方は全然違います。で
も、それをしっかりと受け入れなくてはならないと私
は思いました。文化は異なっても人の優しさは変わり
ません。文化や食事、言葉の違いにこだわらず、一歩
踏み出すことが大切なのだということを知ることがで
きました。

武石彩花（３年　後列左）
　戸惑うことも多くありましたが、モンゴルの方々に
とても優しくしてもらいました。子どもたちとの交流
は身振り手振りがほとんどでしたが、言葉が通じなく
てもこんなに楽しく、気持ちが通じるのだと実感する
ことができました。今回の体験を通じ自分を成長させ
ることができ、いい機会となりました。

～モンゴル国エルデネ村との交流を終えて～

　弥彦村とモンゴル国との相互理解・交流促進を目指し
て、11月３、４日の２日間、弥彦モンゴルフェア2018を行い
ました。
　モンゴルフェアでは、駐日モンゴル国大使館特別全権大
使のバッチジャルガル大使閣下、在新潟モンゴル国名誉領
事館の中山輝也名誉領事、五泉市の伊藤勝美市長からご
挨拶をいただいた後、弥彦中学校の生徒６名が、友好協定
を締結しているモンゴル国エルデネ村を８月に訪れた際の
体験交流の様子を発表しました。
　さらに馬頭琴とピアノのデュオ演奏が行われたほか、モ
ンゴルのお茶の試飲とおやつ（乾燥ヨーグルト）の試食、モ
ンゴルの民族衣装体験を行い、多くの方がモンゴル文化に
触れる機会となりました。

弥彦モンゴルフェア2018

バッチジャルガル特命全権大使中学生体験交流発表馬頭琴とピアノの演奏モンゴルのおやつとお茶
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①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

　
平
均
寿
命
が
延
び
、
団
塊
の
世
代
（
昭
和
22
〜
24
年

出
生
）
が
高
齢
者
世
代
に
突
入
し
た
現
在
、
日
本
の
高

齢
化
率
は
他
の
諸
外
国
と
比
較
し
て
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２

０
２
５
年
以
降
も
、
医
療
や
介
護
の
需
要
は
さ
ら
に
増

大
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

総
人
口
の
減
少

や
高
齢
者
世
帯

の
増
加
と
い
っ

た
社
会
情
勢
も

変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か

ら
、
国
で
は
、

要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
『
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
』
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
は
、「
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
と
い
っ
た
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
で
包
括

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
」
と
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
に
す
る

と(

図
１)

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
住
み
慣
れ
た
弥
彦
村
で
自
分
ら
し
く

　
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　
弥
彦
村
に
お
い
て
も
将
来
を
見
据
え
、
自
分
ら
し
く

生
き
が
い
を
持
っ
て
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
、「
弥
彦
村

の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は
、
地
域
の
課
題
の
抽
出

や
課
題
の
解
決
策
を
検
討
す
る
『
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

会
議
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
や
介
護
の

専
門
職
種
の
連
携
を
推
進
し
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
燕
市
と
共
同
で
『
燕
・

弥
彦
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
』
を
設
置
し
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
研
修
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
、
そ
し
て
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」
を
配
置
し
、
個
別
の

相
談
・
支
援
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
」
や
「
な

じ
ら
ね
声
か
け
運
動
」
と
い
っ
た
周
知
啓
発
等
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
生
活
支
援
の
充
実
と
高
齢
者
の
社
会

　
参
加
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

　
人
生
や
生
活
の
な
か
で
自
分
が「
し
た
い
こ
と
」を「
な

じ
み
の
関
係
」
の
な
か
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
従
来
か
ら
あ
る
医
療
・
介
護
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
近
所
や
地
域
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
た
支
え
合
い
活
動
、
生
活
支
援
の
充
実
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
生
活
支
援
の
充
実
や
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
支
援
、
生
き
が
い
と
い
っ
た
地
域
の
取
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
平
成
29
年
度
に
配
置
し
ま
し
た
。生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、近
所
や
地
域
の
つ
な
が
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
の
村
内
の
現
状
を
把
握
し
、
地
域
の
助
け
合

い
を
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
支
援
の
充
実
に
関
す
る
話
し
合
い
の
場
と

し
て
、「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
や
ひ
こ
（
弥
彦
村

協
議
体
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

④
や
ひ
こ
支
え
合
い
の
む
ら
づ
く
り

　
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
地
域
の
幅
広
い
世
代
に
支
え
合
い
の
大
切
さ
を
伝
え
、

村
内
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。入
場
は
無
料
で
す
。

■
日
　
時
　
12
月
８
日(

土)

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時(

開
場
　
午
後
１
時
〜)

■
会
　
場
　
弥
彦
村
役
場
１
階
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者
　
弥
彦
村
民

■
定
　
員
　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
内
　
容

①
講
演
『
ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら
し
続
け
た
い

　
　
　
　
〜
助
け
て
と
言
い
合
え
る
地
域
づ
く
り
〜
』

　
講
師
　
支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り

　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
河
田 

珪
子 

氏

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
・
自
治
会
内
活
動
（
峰
見
地
区
）

　
　
区
長
　
小
栁 

信
義 

氏

　
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
（
上
泉
地
区
）

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
　
藤
原 

あ
い
子 

氏

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
　
会
長
　
石
塚
　
尚 

氏

■
主
　
催
　
弥
彦
村
・
弥
彦
村
社
会
福
祉
協
議
会
・

　
　
　
　
　
地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
や
ひ
こ

■
申
込
み
　
弥
彦
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
94-

４
５
５
１

■
問
合
せ
　
福
祉
保
健
課
　
福
祉
介
護
係

　
　
　
　
　
94-

３
１
３
３

自
分
ら
し
く
豊
か
に
暮
ら
せ
る

む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
て

ー
弥
彦
村
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ー

【地域のふれあいサポートやひこメンバー】
区長、商工会、シルバー人材センター、JA 女性部、
老人クラブ、地域包括支援センター、社会福祉協議
会、役場福祉保健課（平成 30 年３月設置）

表１　弥彦村の将来推計人口（年齢３区分）

　点線は、2015年と2025年の人口の推計値の比
較です。
・2025年の人口は、2015年と比較すると約400

人減少する予測です。
・2015年の国勢調査によると、高齢化率は国：

26.6％、県：29.9％、村：27.7％です。
・今後高齢化率は上昇し、2025年には弥彦村の高

齢化率は31.2％と推計されています。

出典：国勢調査及び社会保障人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口(平成25年3月推計)」

　一人暮らしの高齢者世帯が増えてきています。今後も増
えていくことが予想され、生活のなかでのちょっとした困
りごとへの支援が必要になってきます。
出典：国勢調査

　65歳以上の介護認定を受けていない村民への調査による
と、最期まで療養したい場所としては「自宅」が最も多く、
次いで「病院」となっています。
出典：介護予防日常生活圏域調査　平成 29 年２月（回答者数 1,287 名）

表２　弥彦村高齢者世帯の状況表３　最期まで療養したい場所

高齢単独世帯の割合

24

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される
地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要です。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じています。

地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特
性に応じて作り上げていくことが必要です。図１　地域包括ケアシステムの姿

出典：厚生労働省ホームページ

05 04



①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

　
平
均
寿
命
が
延
び
、
団
塊
の
世
代
（
昭
和
22
〜
24
年

出
生
）
が
高
齢
者
世
代
に
突
入
し
た
現
在
、
日
本
の
高

齢
化
率
は
他
の
諸
外
国
と
比
較
し
て
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２

０
２
５
年
以
降
も
、
医
療
や
介
護
の
需
要
は
さ
ら
に
増

大
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

総
人
口
の
減
少

や
高
齢
者
世
帯

の
増
加
と
い
っ

た
社
会
情
勢
も

変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か

ら
、
国
で
は
、

要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
『
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
』
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
は
、「
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
と
い
っ
た
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
で
包
括

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
」
と
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
に
す
る

と(

図
１)

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
住
み
慣
れ
た
弥
彦
村
で
自
分
ら
し
く

　
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　
弥
彦
村
に
お
い
て
も
将
来
を
見
据
え
、
自
分
ら
し
く

生
き
が
い
を
持
っ
て
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
、「
弥
彦
村

の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は
、
地
域
の
課
題
の
抽
出

や
課
題
の
解
決
策
を
検
討
す
る
『
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

会
議
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
や
介
護
の

専
門
職
種
の
連
携
を
推
進
し
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
燕
市
と
共
同
で
『
燕
・

弥
彦
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
』
を
設
置
し
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
研
修
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
、
そ
し
て
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」
を
配
置
し
、
個
別
の

相
談
・
支
援
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
」
や
「
な

じ
ら
ね
声
か
け
運
動
」
と
い
っ
た
周
知
啓
発
等
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
生
活
支
援
の
充
実
と
高
齢
者
の
社
会

　
参
加
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

　
人
生
や
生
活
の
な
か
で
自
分
が「
し
た
い
こ
と
」を「
な

じ
み
の
関
係
」
の
な
か
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
従
来
か
ら
あ
る
医
療
・
介
護
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
近
所
や
地
域
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
た
支
え
合
い
活
動
、
生
活
支
援
の
充
実
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
生
活
支
援
の
充
実
や
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
支
援
、
生
き
が
い
と
い
っ
た
地
域
の
取
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
平
成
29
年
度
に
配
置
し
ま
し
た
。生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、近
所
や
地
域
の
つ
な
が
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
の
村
内
の
現
状
を
把
握
し
、
地
域
の
助
け
合

い
を
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
支
援
の
充
実
に
関
す
る
話
し
合
い
の
場
と

し
て
、「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
や
ひ
こ
（
弥
彦
村

協
議
体
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

④
や
ひ
こ
支
え
合
い
の
む
ら
づ
く
り

　
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
地
域
の
幅
広
い
世
代
に
支
え
合
い
の
大
切
さ
を
伝
え
、

村
内
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。入
場
は
無
料
で
す
。

■
日
　
時
　
12
月
８
日(

土)

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時(

開
場
　
午
後
１
時
〜)

■
会
　
場
　
弥
彦
村
役
場
１
階
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者
　
弥
彦
村
民

■
定
　
員
　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
内
　
容

①
講
演
『
ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら
し
続
け
た
い

　
　
　
　
〜
助
け
て
と
言
い
合
え
る
地
域
づ
く
り
〜
』

　
講
師
　
支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り

　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
河
田 

珪
子 

氏

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
・
自
治
会
内
活
動
（
峰
見
地
区
）

　
　
区
長
　
小
栁 
信
義 

氏

　
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
（
上
泉
地
区
）

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
　
藤
原 

あ
い
子 

氏

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
　
会
長
　
石
塚
　
尚 

氏

■
主
　
催
　
弥
彦
村
・
弥
彦
村
社
会
福
祉
協
議
会
・

　
　
　
　
　
地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
や
ひ
こ

■
申
込
み
　
弥
彦
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
94-

４
５
５
１

■
問
合
せ
　
福
祉
保
健
課
　
福
祉
介
護
係

　
　
　
　
　
94-

３
１
３
３

自
分
ら
し
く
豊
か
に
暮
ら
せ
る

む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
て

ー
弥
彦
村
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ー

【地域のふれあいサポートやひこメンバー】
区長、商工会、シルバー人材センター、JA 女性部、
老人クラブ、地域包括支援センター、社会福祉協議
会、役場福祉保健課（平成 30 年３月設置）

表１　弥彦村の将来推計人口（年齢３区分）

　点線は、2015年と2025年の人口の推計値の比
較です。
・2025年の人口は、2015年と比較すると約400

人減少する予測です。
・2015年の国勢調査によると、高齢化率は国：

26.6％、県：29.9％、村：27.7％です。
・今後高齢化率は上昇し、2025年には弥彦村の高

齢化率は31.2％と推計されています。

出典：国勢調査及び社会保障人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口(平成25年3月推計)」

　一人暮らしの高齢者世帯が増えてきています。今後も増
えていくことが予想され、生活のなかでのちょっとした困
りごとへの支援が必要になってきます。
出典：国勢調査

　65歳以上の介護認定を受けていない村民への調査による
と、最期まで療養したい場所としては「自宅」が最も多く、
次いで「病院」となっています。
出典：介護予防日常生活圏域調査　平成 29 年２月（回答者数 1,287 名）

表２　弥彦村高齢者世帯の状況表３　最期まで療養したい場所

高齢単独世帯の割合

24

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される
地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要です。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じています。

地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特
性に応じて作り上げていくことが必要です。図１　地域包括ケアシステムの姿

出典：厚生労働省ホームページ
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自分のプライバシーを守るために
　　　　　　「本人通知制度」に登録しましょう！

　国
民
の
間
に
広
く
、
障
が
い
者
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
・
経
済
・
文
化
・

そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
障

が
い
者
の
自
立
と
参
加
に
対
す
る
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■「
障
害
者
用
駐
車
場
」
の
適
正
利
用
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る

駐
車
場
は
、
車
い
す
を

利
用
し
て
い
る
方
や
障

が
い
者
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

適
正
な
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
村
職
員

対
応
要
領
を
策
定
し
て
い
ま
す

　村
職
員
が
障
が
い
者
へ
の
差
別
的
な
取

り
扱
い
が
な
い
よ
う
、
行
動
指
針
を
定
め

た
も
の
で
す
。
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
　
福
祉
保
健
課
　
94-

３
１
３
３

12 月３日から９日は「障害者週間」です！

　同
和
問
題
は
、
我
が
国
固
有
の
問
題
で
歴
史
的

背
景
の
中
で
作
ら
れ
た
身
分
差
別
で
す
。
同
和
地

区
と
よ
ば
れ
る
特
定
の
地
域
の
出
身
者
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
今
も
な
お
就
職
や
結
婚
な
ど
、
差

別
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
掲
示
板
に
差
別
的
な
書
き
込
み
が
行
わ
れ

る
な
ど
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
出
身
地
や
居
住
地

で
人
を
判
断
し
、
差
別
す
る
こ
と
は
、
相
手
を
深

く
傷
付
け
る
行
為
で
、
絶
対
に
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　弥
彦
村
で
行
っ
た
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
で

「
同
和
地
区
・
同
和
問
題
を
知
っ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
方
は
約
半
数
で
し
た
。
正
し
い
認
識
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
の
第

一
歩
で
す
。
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
　
総
務
課
　
94-

３
１
３
１

同和問題とは

　平成 28 年４月１日に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」( 障害者差別解消法 ) が、同６月３
日に「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）」
が、同 12月 16日に「部落差別の解消の推進に関する法律」が、それぞれ施行されました。
　これらは不当な差別をなくし、人権が尊重される社会の実現を目指したものです。差別や偏見に基づく行為は、
人々に不安感や偏見を与えるだけではなく、人の人格や尊厳を傷つけるものであり、決して許されないものです。
私たち一人ひとりが法律の趣旨を十分に理解し、互いを思いやることで差別のない社会の実現に努めていきましょ
う。
■法律について
「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
　すべての人が障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら
共生する社会の実現につなげることを目的とした法律です。
「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」
　日本に住む日本以外の出身者や子孫に対する不当な差別的意識を助長・誘発し、地域社
会から排斥することを扇動するような言動の解消を目指す法律です。
「部落差別の解消の推進に関する法律」
　現在もなお部落差別が存在し、情報化の進展に伴ってその状況に変化が生じてい
ることを踏まえたうえで「部落差別は許されないもの」という認識のもと、部落
差別のない社会の実現を目指す法律です。
　また、障がい者差別、外国人差別、部落差別に限らず、「そのうち差別はな
くなる」と何もせず放っておくのではなく、あらゆる差別のない人権が尊重さ
れる社会の実現に向けて、私たち一人ひとりが人権意識を高め、誤った考え
や偏見に惑わされないようにしましょう。
■ひとりで悩まずご相談ください
　法務省の人権擁護機関では、同和問題（部落差別）やさまざまな人権問題
についての相談を受け付けています。ご利用ください。
ナビダイヤル　みんなの人権 110番　電話 0570-003-110

人権に関する法律が施行されています

■日　時　12月８日（土）
　　　　　午前 11時～午後２時 45分
■会　場　イオンモール新潟南　１階　マリンコート
　　　　　（新潟市江南区下早通柳田１‒１‒１）
■内　容　人権擁護委員による紙芝居、　
　　　　　新潟アルビレックスＢＣ選手サイン会、
　　　　　押し花しおり作り体験教室など
　　　　　（いずれも参加無料・申込不要）
■その他　12月７日（金）から 12月９日（日）まで
　　　　　１階マリンコート横にて
　　　　　「じんけんパネル展」を開催します。
■問合せ　新潟県福祉保健部福祉保健課人権啓発室
　　　　　025-280-5181

「人権を大切にする
県民のつどい」を開催します

■日　時　12月１日（土）　午後１時 30分～３時
■会　場　ＮＥＸＴ21　６階　新潟市民プラザ
　　　　　（新潟市中央区西堀通６－８６６）
■作　品　「女になる」（平成 29年製作　田中幸夫監督）
　～性同一性障がいから性適合手術を受ける一人の
　　　　　　大学生の姿を追ったドキュメンタリー～
■定　員　２００名（入場無料・先着申込順）
　　　　　※映画は字幕付きです。講演に先立ち
　「全国中学生人権作文コンテスト新潟県大会表彰式」
　（午前 11時～ 12時）を行います。
■申込・問合せ　新潟県福祉保健部福祉保健課
　　　　　　　　人権啓発室　025-280-5181

人権をテーマとした映画
　　　「女になる」の上映会を行います

12 月 10 日は「世界人権デー」です。日
本では 12 月 4 日から 10 日までの 1 週
間を「人権週間」と定め、広く人権思想
の普及を図る様々な活動が行われていま
す。今もなお、同和問題をはじめ、女性・
子ども・高齢者・障がいのある人に対し、
様々な人権問題が存在しています。この
機会に、改めて人権について見つめ直し、
関心を持ってみませんか。

人権問題に関するご相談は　　　住　民　課　94-3132
障がい者差別に対するご相談は　福祉保健課　94-3133
同和問題に関するご相談は　　　総　務　課　94-3131

12月4日～10日

人権週間
　戸
籍
謄
本
・
住
民
票
等
が
不
正
に
取
得

さ
れ
、
身
元
調
査
に
使
用
さ
れ
る
人
権
侵

害
事
件
や
、振
り
込
め
詐
欺
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
の
犯
罪
に
悪
用
さ
れ
る
事
件
が

全
国
で
起
き
て
い
ま
す
。

■
本
人
通
知
制
度
と
は

　事
前
に
登
録
し
た
人
の
戸
籍
謄
本
・
住

民
票
等
の
写
し
を
代
理
人
や
第
三
者
に
交

付
し
た
場
合
に
、
証
明
書
を
交
付
し
た
事

実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に

よ
り
、
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
等
の
不
正
な

請
求
の
抑
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※

第
三
者
な
ど
に
証
明
書
を
交
付
し
な
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め

に
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
を
ゆ

る
さ
な
い
た
め
に
「
本
人
通
知
制
度
」
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

■
問
合
せ
　
住
民
課
　
94-

３
１
３
２
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自分のプライバシーを守るために
　　　　　　「本人通知制度」に登録しましょう！

　国
民
の
間
に
広
く
、
障
が
い
者
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
・
経
済
・
文
化
・

そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
障

が
い
者
の
自
立
と
参
加
に
対
す
る
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■「
障
害
者
用
駐
車
場
」
の
適
正
利
用
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る

駐
車
場
は
、
車
い
す
を

利
用
し
て
い
る
方
や
障

が
い
者
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

適
正
な
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
村
職
員

対
応
要
領
を
策
定
し
て
い
ま
す

　村
職
員
が
障
が
い
者
へ
の
差
別
的
な
取

り
扱
い
が
な
い
よ
う
、
行
動
指
針
を
定
め

た
も
の
で
す
。
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
　
福
祉
保
健
課
　
94-

３
１
３
３

12 月３日から９日は「障害者週間」です！

　同
和
問
題
は
、
我
が
国
固
有
の
問
題
で
歴
史
的

背
景
の
中
で
作
ら
れ
た
身
分
差
別
で
す
。
同
和
地

区
と
よ
ば
れ
る
特
定
の
地
域
の
出
身
者
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
今
も
な
お
就
職
や
結
婚
な
ど
、
差

別
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
掲
示
板
に
差
別
的
な
書
き
込
み
が
行
わ
れ

る
な
ど
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
出
身
地
や
居
住
地

で
人
を
判
断
し
、
差
別
す
る
こ
と
は
、
相
手
を
深

く
傷
付
け
る
行
為
で
、
絶
対
に
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　弥
彦
村
で
行
っ
た
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
で

「
同
和
地
区
・
同
和
問
題
を
知
っ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
方
は
約
半
数
で
し
た
。
正
し
い
認
識
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
の
第

一
歩
で
す
。
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
　
総
務
課
　
94-

３
１
３
１

同和問題とは

　平成 28 年４月１日に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」( 障害者差別解消法 ) が、同６月３
日に「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）」
が、同 12月 16日に「部落差別の解消の推進に関する法律」が、それぞれ施行されました。
　これらは不当な差別をなくし、人権が尊重される社会の実現を目指したものです。差別や偏見に基づく行為は、
人々に不安感や偏見を与えるだけではなく、人の人格や尊厳を傷つけるものであり、決して許されないものです。
私たち一人ひとりが法律の趣旨を十分に理解し、互いを思いやることで差別のない社会の実現に努めていきましょ
う。
■法律について
「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
　すべての人が障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら
共生する社会の実現につなげることを目的とした法律です。
「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」
　日本に住む日本以外の出身者や子孫に対する不当な差別的意識を助長・誘発し、地域社
会から排斥することを扇動するような言動の解消を目指す法律です。
「部落差別の解消の推進に関する法律」
　現在もなお部落差別が存在し、情報化の進展に伴ってその状況に変化が生じてい
ることを踏まえたうえで「部落差別は許されないもの」という認識のもと、部落
差別のない社会の実現を目指す法律です。
　また、障がい者差別、外国人差別、部落差別に限らず、「そのうち差別はな
くなる」と何もせず放っておくのではなく、あらゆる差別のない人権が尊重さ
れる社会の実現に向けて、私たち一人ひとりが人権意識を高め、誤った考え
や偏見に惑わされないようにしましょう。
■ひとりで悩まずご相談ください
　法務省の人権擁護機関では、同和問題（部落差別）やさまざまな人権問題
についての相談を受け付けています。ご利用ください。
ナビダイヤル　みんなの人権 110番　電話 0570-003-110

人権に関する法律が施行されています

■日　時　12月８日（土）
　　　　　午前 11時～午後２時 45分
■会　場　イオンモール新潟南　１階　マリンコート
　　　　　（新潟市江南区下早通柳田１‒１‒１）
■内　容　人権擁護委員による紙芝居、　
　　　　　新潟アルビレックスＢＣ選手サイン会、
　　　　　押し花しおり作り体験教室など
　　　　　（いずれも参加無料・申込不要）
■その他　12月７日（金）から 12月９日（日）まで
　　　　　１階マリンコート横にて
　　　　　「じんけんパネル展」を開催します。
■問合せ　新潟県福祉保健部福祉保健課人権啓発室
　　　　　025-280-5181

「人権を大切にする
県民のつどい」を開催します

■日　時　12月１日（土）　午後１時 30分～３時
■会　場　ＮＥＸＴ21　６階　新潟市民プラザ
　　　　　（新潟市中央区西堀通６－８６６）
■作　品　「女になる」（平成 29年製作　田中幸夫監督）
　～性同一性障がいから性適合手術を受ける一人の
　　　　　　大学生の姿を追ったドキュメンタリー～
■定　員　２００名（入場無料・先着申込順）
　　　　　※映画は字幕付きです。講演に先立ち
　「全国中学生人権作文コンテスト新潟県大会表彰式」
　（午前 11時～ 12時）を行います。
■申込・問合せ　新潟県福祉保健部福祉保健課
　　　　　　　　人権啓発室　025-280-5181

人権をテーマとした映画
　　　「女になる」の上映会を行います

12 月 10 日は「世界人権デー」です。日
本では 12 月 4 日から 10 日までの 1 週
間を「人権週間」と定め、広く人権思想
の普及を図る様々な活動が行われていま
す。今もなお、同和問題をはじめ、女性・
子ども・高齢者・障がいのある人に対し、
様々な人権問題が存在しています。この
機会に、改めて人権について見つめ直し、
関心を持ってみませんか。

人権問題に関するご相談は　　　住　民　課　94-3132
障がい者差別に対するご相談は　福祉保健課　94-3133
同和問題に関するご相談は　　　総　務　課　94-3131

12月4日～10日

人権週間
　戸
籍
謄
本
・
住
民
票
等
が
不
正
に
取
得

さ
れ
、
身
元
調
査
に
使
用
さ
れ
る
人
権
侵

害
事
件
や
、振
り
込
め
詐
欺
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
の
犯
罪
に
悪
用
さ
れ
る
事
件
が

全
国
で
起
き
て
い
ま
す
。

■
本
人
通
知
制
度
と
は

　事
前
に
登
録
し
た
人
の
戸
籍
謄
本
・
住

民
票
等
の
写
し
を
代
理
人
や
第
三
者
に
交

付
し
た
場
合
に
、
証
明
書
を
交
付
し
た
事

実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に

よ
り
、
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
等
の
不
正
な

請
求
の
抑
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※

第
三
者
な
ど
に
証
明
書
を
交
付
し
な
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め

に
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
を
ゆ

る
さ
な
い
た
め
に
「
本
人
通
知
制
度
」
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

■
問
合
せ
　
住
民
課
　
94-

３
１
３
２
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○高血圧とは
　血圧とは、血液が全身に流れるときに血管の壁にかかる圧
力のことを言います。収縮期血圧（最高血圧）は心臓から血液
が送り出されるときに加わる最も高い圧力のことで、拡張期血
圧（最低血圧）は心臓に血液が戻るときに加わる最も低い圧力
です。
　健康な人でも運動や緊張などにより一時的に上がります
が、しばらくするともとに戻ります。慢性的に高い状態が続く
と、高血圧といわれます。高血圧はサイレントキラーとも言わ
れ、自覚症状があまりないまま、動脈硬化が進行し、症状が出
たときには脳卒中や心筋梗塞などの命にかかわる大きな病気
を起こしてしまうこともあります。収縮期血圧140mmHg以上
または拡張期血圧90ｍｍHg以上は高血圧と分類されていま
す。

○寒さと血圧
　寒くなると身体は体温を逃さないように血管を収縮させる
ため、血管への抵抗が増え、血圧が上がりやすくなります。ま
た、暖かい場所から急に寒い場所へと移動するなど、極端な温
度差がある場合に血圧は変動し、急激な血圧の変動は血管に
負担がかかります。

○冬の生活習慣との関係
　血管の中を流れる血液の量が増えると血管にかかる圧力が
増し、血圧が上がります。血液量が増える原因は以下のような
ことが考えられます。
①塩分やアルコールの摂りすぎ
　　冬は忘年会や新年会、クリスマスやお正月とイベントも多

く、食生活が乱れやすくなります。塩分やアルコールは水分
を引き寄せる性質があるため、食べ過ぎや飲みすぎにより
血液量が増えます。

②体重の増加
　　天候等の影響で外出の機会が減り運動不足になり、体重

が増えがちです。血液量は体重のおよそ１/13と言われてお
り、体重が増えると体内の水分量が増え、血液量も増えま
す。

 寒い冬の高血圧対策について
○血圧の急激な変動を防ぎましょう
　外出時はもちろんですが、室内でも暖房のきいた部屋からト
イレや廊下、浴室などの暖房が不十分な場所へ移動する時も
注意が必要です。温度差をなるべく少なくすることが大切で
す。以下のような工夫をおすすめします。
・起床時、布団から出る前に室内を暖める
・入浴時は脱衣所を暖め浴室との温度差を少なくし、長湯は

しないようにする
・寒い屋外に出るときはしっかりと防寒対策をする
・トイレ内や便座を暖めておく

○家庭での血圧測定
　高血圧は自覚症状がないことも多く、また、1回の測定で判
断することもできません。そのため日ごろから家庭でも血圧測
定をして普段の血圧の状態を正確に把握することが大切で
す。
　家庭での血圧は、収縮期血圧125ｍｍHg未満かつ拡張期
血圧80ｍｍHg未満が正常基準の目安となっています。すでに
高血圧で受診をしている人も、家庭での血圧を測定し受診時
に測定記録をもっていくと、治療に役立ちます。

○生活習慣の工夫について
・塩分の摂りすぎに気を付け、野菜や果物を積極的にとりま

しょう
　　日ごろから減塩を心がけましょう。また、野菜や果物に含

まれるカリウムは、塩分（ナトリウム）を体外に出し、血圧の上
昇を抑える働きがあります。野菜は1日350ｇ(小皿５～6皿
分)、果物は自分のこぶし2個分程度を摂りましょう。

　※腎疾患がある方は主治医に相談しましょう。

・太りすぎに注意しよう
　　自分のBMIを知り、適正体重(BMI18.5～24.9)
　を維持しましょう。
　※BMI：体重（㎏）÷身長(ｍ)÷身長（ｍ）　　

・お酒は適量に
　　1日1合以内、週に2回は休肝日を設けましょう。

・身体を動かそう
　　運動は血圧を安定させる効果があります。少しずつでも、

無理のないペースで、こまめに身体を動かしましょう。　
　※高血圧や心臓疾患等で受診している方は、運動の程度に

ついて主治医に相談しましょう。また、寒い場所での運動は
身体に負担がかかりますので、無理をしないようにしましょ
う。

・禁煙をしましょう
　　タバコに含まれるニコチンは血管を収縮させ、血圧を上げ

ます。禁煙をお勧めします。

・十分な休養と睡眠を
　　ストレスや過労は血圧を上げます。十分な睡眠をとり、身

体を休めましょう。

冬の高血圧に気を付けましょう冬の高血圧に気を付けましょう

■問合せ　福祉保健課　健康推進係
　　　　　94-3133
■問合せ　福祉保健課　健康推進係
　　　　　94-3133

日に日に寒さが厳しくなってきました。この時期に注意が必要なのは脳卒中や心筋梗塞です。これらの病気
を引き起こす要因の 1 つに高血圧があります。冬は特に血圧が高くなりやすいため、注意が必要です。■農地情報バンク制度とは？

　高齢化や後継者不足等で、離農や経営規模縮小を考えて
いる人の所有する農地の情報を、経営規模を拡大したい人・
新規就農したい人（４５歳未満）に紹介する制度です。
・貸したい人
　「農地情報バンク登録申請書」と「同意書」に必要事項を記
入・押印し提出してください。弥彦村内の農地に限ります。
・借りたい人
　「農地情報バンク利用申込書」に必要事項を記入・押印し

農業委員会より農地情報バンク制度の活用について

貸
し
た
い
人

（
農
地
所
有
者
）

借
り
た
い
人

（
新
規
就
農
者・

経
営
規
模
拡
大

希
望
者
）

■農地情報バンク制度のイメージ

農地の
登録申込み

貸付農地の
情報提供

利用申込み

利用希望者の
情報提供

合意後、当事者間による交渉・貸借設定

農
地
情
報
バ
ン
ク

（
農
業
委
員
会
）

提出してください。農地情報バンクに登録された農地の情報
を提供します。農地情報バンク制度の趣旨を理解し、真剣に
農業を始める又は継続していく意思のある人に限ります。
■その他
　農地の貸借に関する交渉や契約などは、当事者間で行っ
てください。農地情報の有効期限は、受付日から３年間としま
す。
■申込・問合わせ
　弥彦村農業委員会　94-1023

私
は
、
67
歳
の
年
金
受
給
者
で

す
。
年
金
証
書
が
ど
こ
を
探
し
て

も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
。
再

発
行
の
手
続
き
を
取
り
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？ 

年
金
証
書
の
再
発
行
手
続
き
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
が
不
明
で

あ
っ
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
申
請
が

可
能
で
す
。
「
年
金
証
書
再
交
付
申
請

書
」
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
等
を
記
入
し
、
三
条
年
金
事
務

所
ま
た
は
役
場
住
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
30
年
３
月

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
年
金
関
係
の

手
続
き
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
種
届
出
・
申
請
書
類
欄
の
「
基
礎
年

金
番
号
」
欄
が
、
「
個
人
番
号
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
」
欄
に
変
更
と
な
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
よ
る
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
年
金
相
談
に
お
い
て
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
相
談
・
照
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
ら
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提

示
す
る
こ
と
で
年
金
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
写
真

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）に
よ
る

手
続
き
に
つ
い
て三

条
年
金
事
務
所

0
2
5
6（
3
2
）2
2
3
9

問合せ 付
き
の
カ
ー
ド
）
を
持
参
し
た
と
き
は
、

カ
ー
ド
１
枚
で
本
人
確
認
か
ら
記
録
照
会
ま

で
対
応
可
能
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
条
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11（
い
い
）月 

30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」で
す
！

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を

確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
三
条
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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○高血圧とは
　血圧とは、血液が全身に流れるときに血管の壁にかかる圧
力のことを言います。収縮期血圧（最高血圧）は心臓から血液
が送り出されるときに加わる最も高い圧力のことで、拡張期血
圧（最低血圧）は心臓に血液が戻るときに加わる最も低い圧力
です。
　健康な人でも運動や緊張などにより一時的に上がります
が、しばらくするともとに戻ります。慢性的に高い状態が続く
と、高血圧といわれます。高血圧はサイレントキラーとも言わ
れ、自覚症状があまりないまま、動脈硬化が進行し、症状が出
たときには脳卒中や心筋梗塞などの命にかかわる大きな病気
を起こしてしまうこともあります。収縮期血圧140mmHg以上
または拡張期血圧90ｍｍHg以上は高血圧と分類されていま
す。

○寒さと血圧
　寒くなると身体は体温を逃さないように血管を収縮させる
ため、血管への抵抗が増え、血圧が上がりやすくなります。ま
た、暖かい場所から急に寒い場所へと移動するなど、極端な温
度差がある場合に血圧は変動し、急激な血圧の変動は血管に
負担がかかります。

○冬の生活習慣との関係
　血管の中を流れる血液の量が増えると血管にかかる圧力が
増し、血圧が上がります。血液量が増える原因は以下のような
ことが考えられます。
①塩分やアルコールの摂りすぎ
　　冬は忘年会や新年会、クリスマスやお正月とイベントも多

く、食生活が乱れやすくなります。塩分やアルコールは水分
を引き寄せる性質があるため、食べ過ぎや飲みすぎにより
血液量が増えます。

②体重の増加
　　天候等の影響で外出の機会が減り運動不足になり、体重

が増えがちです。血液量は体重のおよそ１/13と言われてお
り、体重が増えると体内の水分量が増え、血液量も増えま
す。

 寒い冬の高血圧対策について
○血圧の急激な変動を防ぎましょう
　外出時はもちろんですが、室内でも暖房のきいた部屋からト
イレや廊下、浴室などの暖房が不十分な場所へ移動する時も
注意が必要です。温度差をなるべく少なくすることが大切で
す。以下のような工夫をおすすめします。
・起床時、布団から出る前に室内を暖める
・入浴時は脱衣所を暖め浴室との温度差を少なくし、長湯は

しないようにする
・寒い屋外に出るときはしっかりと防寒対策をする
・トイレ内や便座を暖めておく

○家庭での血圧測定
　高血圧は自覚症状がないことも多く、また、1回の測定で判
断することもできません。そのため日ごろから家庭でも血圧測
定をして普段の血圧の状態を正確に把握することが大切で
す。
　家庭での血圧は、収縮期血圧125ｍｍHg未満かつ拡張期
血圧80ｍｍHg未満が正常基準の目安となっています。すでに
高血圧で受診をしている人も、家庭での血圧を測定し受診時
に測定記録をもっていくと、治療に役立ちます。

○生活習慣の工夫について
・塩分の摂りすぎに気を付け、野菜や果物を積極的にとりま

しょう
　　日ごろから減塩を心がけましょう。また、野菜や果物に含

まれるカリウムは、塩分（ナトリウム）を体外に出し、血圧の上
昇を抑える働きがあります。野菜は1日350ｇ(小皿５～6皿
分)、果物は自分のこぶし2個分程度を摂りましょう。

　※腎疾患がある方は主治医に相談しましょう。

・太りすぎに注意しよう
　　自分のBMIを知り、適正体重(BMI18.5～24.9)
　を維持しましょう。
　※BMI：体重（㎏）÷身長(ｍ)÷身長（ｍ）　　

・お酒は適量に
　　1日1合以内、週に2回は休肝日を設けましょう。

・身体を動かそう
　　運動は血圧を安定させる効果があります。少しずつでも、

無理のないペースで、こまめに身体を動かしましょう。　
　※高血圧や心臓疾患等で受診している方は、運動の程度に

ついて主治医に相談しましょう。また、寒い場所での運動は
身体に負担がかかりますので、無理をしないようにしましょ
う。

・禁煙をしましょう
　　タバコに含まれるニコチンは血管を収縮させ、血圧を上げ

ます。禁煙をお勧めします。

・十分な休養と睡眠を
　　ストレスや過労は血圧を上げます。十分な睡眠をとり、身

体を休めましょう。

冬の高血圧に気を付けましょう冬の高血圧に気を付けましょう

■問合せ　福祉保健課　健康推進係
　　　　　94-3133
■問合せ　福祉保健課　健康推進係
　　　　　94-3133

日に日に寒さが厳しくなってきました。この時期に注意が必要なのは脳卒中や心筋梗塞です。これらの病気
を引き起こす要因の 1 つに高血圧があります。冬は特に血圧が高くなりやすいため、注意が必要です。■農地情報バンク制度とは？

　高齢化や後継者不足等で、離農や経営規模縮小を考えて
いる人の所有する農地の情報を、経営規模を拡大したい人・
新規就農したい人（４５歳未満）に紹介する制度です。
・貸したい人
　「農地情報バンク登録申請書」と「同意書」に必要事項を記
入・押印し提出してください。弥彦村内の農地に限ります。
・借りたい人
　「農地情報バンク利用申込書」に必要事項を記入・押印し

農業委員会より農地情報バンク制度の活用について

貸
し
た
い
人

（
農
地
所
有
者
）

借
り
た
い
人

（
新
規
就
農
者・

経
営
規
模
拡
大

希
望
者
）

■農地情報バンク制度のイメージ

農地の
登録申込み

貸付農地の
情報提供

利用申込み

利用希望者の
情報提供

合意後、当事者間による交渉・貸借設定

農
地
情
報
バ
ン
ク

（
農
業
委
員
会
）

提出してください。農地情報バンクに登録された農地の情報
を提供します。農地情報バンク制度の趣旨を理解し、真剣に
農業を始める又は継続していく意思のある人に限ります。
■その他
　農地の貸借に関する交渉や契約などは、当事者間で行っ
てください。農地情報の有効期限は、受付日から３年間としま
す。
■申込・問合わせ
　弥彦村農業委員会　94-1023

私
は
、
67
歳
の
年
金
受
給
者
で

す
。
年
金
証
書
が
ど
こ
を
探
し
て

も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
。
再

発
行
の
手
続
き
を
取
り
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
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年
金
証
書
の
再
発
行
手
続
き
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
が
不
明
で

あ
っ
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
申
請
が

可
能
で
す
。
「
年
金
証
書
再
交
付
申
請

書
」
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
等
を
記
入
し
、
三
条
年
金
事
務

所
ま
た
は
役
場
住
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
30
年
３
月

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
年
金
関
係
の

手
続
き
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
種
届
出
・
申
請
書
類
欄
の
「
基
礎
年

金
番
号
」
欄
が
、
「
個
人
番
号
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
」
欄
に
変
更
と
な
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
よ
る
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
年
金
相
談
に
お
い
て
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
相
談
・
照
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
ら
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提

示
す
る
こ
と
で
年
金
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
写
真

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）に
よ
る

手
続
き
に
つ
い
て三

条
年
金
事
務
所

0
2
5
6（
3
2
）2
2
3
9

問合せ 付
き
の
カ
ー
ド
）
を
持
参
し
た
と
き
は
、

カ
ー
ド
１
枚
で
本
人
確
認
か
ら
記
録
照
会
ま

で
対
応
可
能
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
条
年
金
事
務
所
に

お
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い
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わ
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く
だ
さ
い
。

11（
い
い
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30（
み
ら
い
）日
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「
年
金
の
日
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す
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金
記
録
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将
来
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年
金
受
給
見
込
額
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認
し
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来
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活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
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受
給
見
込
額
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、
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の
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記
録
を
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に

様
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な
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ー
ン
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試
算
を
す
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と
も
で

き
ま
す
。
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日
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金
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の
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だ
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か
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条
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に
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◀

奉納式の様子

◀

奉納された伊彌彦米と弥彦コシヒカリ

Ｙ
Ｍ
Ｋ（
弥
彦
の 

未
来
を 

考
え
る
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
弥
彦
小
学
校
６
年
生
は
、総
合
学
習
の一環
で
、弥
彦
の
将
来
を
自

分
た
ち
で
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
Ｙ
Ｍ
Ｋ（
弥
彦
の 

未
来
を 

考
え
る
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
よ
っ
て
こ
弥
彦
〜
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
観
光

客
に
彌
彦
神
社
以
外
に
も
足

を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

狙
い
も
あ
り
、弥
彦
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
菊
ま
つ
り

が
始
ま
る
11
月
１
日
に
合
わ

せ
て
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、ツ

ア
ー
マ
ッ
プ
、オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
、Ｐ
Ｒ
動
画
、イ
ベ
ン

ト
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、た
く

さ
ん
の
観
光
客
に
彌
彦
の
名

所
や
名
産
品
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ

に
励
み
ま
し
た
。

Topics
1

Topics
3
創
き
生
き

ま
ち
お
こ
し
サ
ミ
ッ
ト

◀

アンケートもしっかり記録しました

◀

イカメンチ、やひこ娘、ぱんだ焼きに
　ちなんだキャラでじゃんけんイベント

◀

緊張な面持ちで地図を手渡し弥彦PR

◀

様々な意見が飛び交ったパネルディスカッション

ゆかの見つけた弥彦の魅力！
～地域おこし協力隊 遠藤佑香レポート～

　今回ご紹介するのは文化会館から見える弥彦山の絶景です！高台の
開けた場所からは壮大な弥彦山を臨むことができ、また様々な木々の彩り
を楽しめます。
　そして、文化会館内にある図書室もオススメです。毎月20冊ほどの新
刊が入ります。隣には

「弥彦の丘美術館」も
併設。じっくり芸術を
楽しみ、感性を磨くに
はとっておきの場所で
す！ぜひゆっくりとお楽
しみください。

弥彦山が
　キレイ！

Topics
2
新
嘗
祭
献
穀
報
告
会

　
新
潟
県
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る「
第
３
回
地
方

創
生
　
創
き
生
き
ま
ち
お
こ
し
サ
ミ
ッ
ト
」が
10
月

25
日
、彌
彦
神
社
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
閣
官
房
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
本
部
事
務

局
の
河
合
靖
洋
次
長
、日
本
経
済
新
聞
　
編
集
局

編
集
委
員
の
吉
田
忠
則
氏
の
講
演
に
加
え
、パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
今
後
の
地
方
創
生
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀

役場で行われた献穀報告会の様子

◀

皇居の中にある賢所
かしどころ

「
伊
彌
彦
米・弥
彦
コ
シ
ヒ
カ
リ
」奉
納
式

　
伊
彌
彦
米
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
３
年
目
の
収
穫
を
迎
え
、念
願

だ
っ
た
彌
彦
神
社
へ
の
伊
彌
彦
米・弥
彦
コ
シ
ヒ
カ
リ
奉
納
式
が
10
月

31
日
、初
め
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。農
業
関
係
者
計
15
名
が
揃
い
、

お
や
ひ
こ
さ
ま
の
御
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、米
の
豊
穣
を
祈
念

し
ま
し
た
。

※

伊
彌
彦
米
と
は
、弥
彦
村
の
農
家
が
農
薬
と
化
学
肥
料
を
50
％
以

上
減
ら
し
て
生
産
し
た
お
米
で
す
。ふ
る
さ
と
納
税
で
主
力
の
返
礼

品
と
し
て
弥
彦
村
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら…

◀

文化会館前から眺める弥彦山

　
10
月
22
日
に
皇
居
で
行
わ
れ
た
、平
成
最
後
の
新
嘗
祭
献
穀
献
納

式
に
、大
字
井
田
の
竹
野
勝
治
さ
ん
が
新
潟
県
内
の
農
家
を
代
表
し

て
今
年
収
穫
し
た
伊
彌
彦
米
を
天
皇
陛
下
に
献
納
し
ま
し
た
。

　
弥
彦
村
か
ら
の
献
穀
は
昭
和
38
年
以
来
、55
年
ぶ
り
の
名
誉
で
あ

り
、こ
れ
を
記
念
し
た
献
穀
報
告
会
を
11
月
５
日
開
催
し
ま
し
た
。

※

新
嘗
祭
と
は・・・11
月
23
日
に
天
皇
陛
下
が
、宮
中
三
殿
の
近
く
に

あ
る
神
嘉
殿
に
お
い
て
、新
穀
を
皇
祖
は
じ
め
神
々
に
お
供
え
に
な
っ

て
、神
恩
を
感
謝
さ
れ
た
後
、陛
下
自
ら
お
召
し
上
が
り
に
な
る
祭
典
。

大
祭
。祝
祭
日
の
ひ
と
つ
。宮
中
恒
例
祭
典
の
中
の
も
っ
と
も
重
要
な

も
の
で
す
。

し
ん  

か  

で
ん
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◀

イカメンチ、やひこ娘、ぱんだ焼きに
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◀

緊張な面持ちで地図を手渡し弥彦PR

◀

様々な意見が飛び交ったパネルディスカッション

ゆかの見つけた弥彦の魅力！
～地域おこし協力隊 遠藤佑香レポート～

　今回ご紹介するのは文化会館から見える弥彦山の絶景です！高台の
開けた場所からは壮大な弥彦山を臨むことができ、また様々な木々の彩り
を楽しめます。
　そして、文化会館内にある図書室もオススメです。毎月20冊ほどの新
刊が入ります。隣には

「弥彦の丘美術館」も
併設。じっくり芸術を
楽しみ、感性を磨くに
はとっておきの場所で
す！ぜひゆっくりとお楽
しみください。

弥彦山が
　キレイ！

Topics
2
新
嘗
祭
献
穀
報
告
会

　
新
潟
県
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る「
第
３
回
地
方

創
生
　
創
き
生
き
ま
ち
お
こ
し
サ
ミ
ッ
ト
」が
10
月

25
日
、彌
彦
神
社
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
閣
官
房
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
本
部
事
務

局
の
河
合
靖
洋
次
長
、日
本
経
済
新
聞
　
編
集
局

編
集
委
員
の
吉
田
忠
則
氏
の
講
演
に
加
え
、パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
今
後
の
地
方
創
生
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀

役場で行われた献穀報告会の様子

◀

皇居の中にある賢所
かしどころ

「
伊
彌
彦
米・弥
彦
コ
シ
ヒ
カ
リ
」奉
納
式

　
伊
彌
彦
米
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
３
年
目
の
収
穫
を
迎
え
、念
願

だ
っ
た
彌
彦
神
社
へ
の
伊
彌
彦
米・弥
彦
コ
シ
ヒ
カ
リ
奉
納
式
が
10
月

31
日
、初
め
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。農
業
関
係
者
計
15
名
が
揃
い
、

お
や
ひ
こ
さ
ま
の
御
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、米
の
豊
穣
を
祈
念

し
ま
し
た
。

※

伊
彌
彦
米
と
は
、弥
彦
村
の
農
家
が
農
薬
と
化
学
肥
料
を
50
％
以

上
減
ら
し
て
生
産
し
た
お
米
で
す
。ふ
る
さ
と
納
税
で
主
力
の
返
礼

品
と
し
て
弥
彦
村
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら…

◀

文化会館前から眺める弥彦山

　
10
月
22
日
に
皇
居
で
行
わ
れ
た
、平
成
最
後
の
新
嘗
祭
献
穀
献
納

式
に
、大
字
井
田
の
竹
野
勝
治
さ
ん
が
新
潟
県
内
の
農
家
を
代
表
し

て
今
年
収
穫
し
た
伊
彌
彦
米
を
天
皇
陛
下
に
献
納
し
ま
し
た
。

　
弥
彦
村
か
ら
の
献
穀
は
昭
和
38
年
以
来
、55
年
ぶ
り
の
名
誉
で
あ

り
、こ
れ
を
記
念
し
た
献
穀
報
告
会
を
11
月
５
日
開
催
し
ま
し
た
。

※

新
嘗
祭
と
は・・・11
月
23
日
に
天
皇
陛
下
が
、宮
中
三
殿
の
近
く
に

あ
る
神
嘉
殿
に
お
い
て
、新
穀
を
皇
祖
は
じ
め
神
々
に
お
供
え
に
な
っ

て
、神
恩
を
感
謝
さ
れ
た
後
、陛
下
自
ら
お
召
し
上
が
り
に
な
る
祭
典
。

大
祭
。祝
祭
日
の
ひ
と
つ
。宮
中
恒
例
祭
典
の
中
の
も
っ
と
も
重
要
な

も
の
で
す
。

し
ん  

か  

で
ん

11 10
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催し・講座

以下のスペースは有料広告です

　今年も「むかしばなしと昔の遊び」を旧武石家で行います。
みんなで暖かい「いろり」を囲んで、昔話を聞いたり、昔の遊
びをしたりホッとする時間を過ごしてみませんか？
　大人も子どもも大歓迎です。みなさんの参加をお待ちしています。
■日　時　12月８日(土)　午後１時30分～３時30分
■会　場　旧武石家住宅（大字麓）
■内　容　むかしばなし、むかしの遊びとわらべうた
　　　　　「トキ」の折り紙をつくろう！
■参加費　無料
■その他　おやつと飲み物がでます
※人数把握のため、申し込みをお願いします。
■申込・問合せ　文化会館　９４-４３１１

旧武石家・ふるさと学校活用事業
むかしばなしと昔の遊び

　ワーク・ライフ・バランスの推進と男女が共に活躍できる職
場環境の整備を目的として、講演会および取組事例発表会
を開催します。
■日　　時　１月２０日（日）　午後１時３０分から３時３０分
■会　　場　燕市中央公民館３Ｆ　中ホール
■内　　容 
　【表彰式】つばめ輝く女性表彰2018
　【基調講演】「イクボス式マネジメントの心得とは
　　　　　　～中小企業の５年後の持続可能性を見つける！～」
　　講師　川島　高之氏（ＮＰＯ法人コヂカラ・ニッポン代表）
　【事業所による取組事例発表】
　　・株式会社新越ワークス
　　・株式会社博進堂
　　・ドコドア株式会社
■対　　象　弥彦村・燕市内の事業者および住民
■定　　員　100名程度　入場無料
■申込方法　電話または電子メールでお申し込みください。
■申込期間　12月3日（月）～1月18日（金）
■申込・問合せ　燕市企画財政部地域振興課
　　　　　　　 0256-77-8361
　　　　　　　 chiiki@city.tsubame.lg.jp

つばめ・やひこ女性活躍
推進フォーラム2018開催

　新潟市在住の日本画家、田中百合子の個展を開催します。
長年の作品のモチーフにしてきた、小さな娘たちの成長を描
き、それと共に様々な国の女性の働く姿をとらえ、凛とした健
気さや厳しさを表現した作品を展開します。
■会　期　１２月１６日（日）まで　午前９時～午後４時３０分
■会　場　弥彦の丘　美術館
■入館料　大人３００円（高校生以上）小・中学生１５０円
■作品解説日には午後２時からの解説を予定しています。
※日程は美術館へお問い合わせください。
■問合せ　弥彦の丘　美術館　94-4875

田中百合子
日本画展―女性像を描いて

■日　時　12月5日（水）　午前10時～11時
■会　場　ゆめの木はうす
■内　容　人形劇／手遊び／えほん
　　　　　クリスマスのお楽しみおやつ
※参加申込は必要ありません。当日親子で会場へどうぞ。

やひこえほんの会
「えほんといっしょにクリスマス」

「県央圏域障害児・者相談支援
フォーラム」を開催します

　新潟県三条地域振興局健康福祉環境部では、地域で障害
のある人とない人が共に暮らし、共に働く社会の構築に向け
た機運を醸成することを目的に、障害児・者相談支援フォーラ
ムを開催します。今年は「親亡き後の支援」をテーマに、講演
や相談支援事業所の事例紹介等を行います。
■日　時　11月30日（金）　午後１時30分～４時30分まで
■会　場　三条東公民館 多目的ホール１
■内　容　講演・相談支援事業所事例紹介 　
■入場料　無料
■申込・問合せ　三条地域振興局健康福祉環境部 地域福祉課
　　　　　　　 0256-36-2232

旧中島医院跡

インフルエンザ予防接種、予約受付中。
お電話にてお問い合わせください。

燕市吉田堤町 3-16
☎0256-93-2220
www.wakui-clinic.com吉田駅

●
けんしん
■

湧井医院

月 火 水 木 金 土 受付時間 日/祝
◯ ◯ × ◯ ◯ ◯  ×
◯ ◯ × ◯ ◯ ◯  ×

8:30~12:30
14:30~18:15

湧井医院
診療時間を

延長しました！

院長  湧井 智（内科）

※最終受付18:15、診察は18:30までです。

以下のスペースは有料広告です

　商工会青年部員がサンタクロースに扮してご家庭を訪問
し、保護者が用意されたプレゼントを無料配布いたします。
■訪問日時　12月24日（月）　午後6時30分～午後7時30分（予定）
■応募対象　小学生未満のお子様がいる家庭（村内限定）
■申込締切　12月3日（月）
　　　　　　※申込多数の場合は抽選になります。
■申込・問合せ　弥彦村商工会　94-2272

あなたの家に
サンタクロースがやってくる!!

　もの忘れやストレス、こころの健康等のご相談に専門の相
談員が応じます。ご本人だけでなく、ご家族からのご相談も
お受けしております。なお、秘密は固く守られますので、お気
軽にご相談ください。
■日　時　１２月４日（火）　午後１時３０分～３時
■会　場　保健センター
■担　当　長岡心の健康相談室　今井　楯男 室長
※予約制ですので、事前にお申し込みください。
■申込・問合せ　福祉保健課　健康推進係　94-3133

もの忘れ・ストレス相談（こころの相談）

　こころの不調や不安などこころの健康に関する悩みやお
子さんとの関係の悩み（お子さんと上手く遊べない、育てにく
さを感じているなど）に関する相談を行います。ご本人だけで
なく、ご家族からのご相談もお受けしております。なお、秘密
は固く守られますので、お気軽にご相談ください。
■日　時　１２月６日（木）　午後１時３０分～３時
■会　場　保健センター
■担　当　佐潟荘　青山　雅子　精神科医師
※予約制ですので、事前にお申し込みください。
■申込・問合せ　福祉保健課　健康推進係　94-3133

精神保健相談

　世界エイズデーは、世界レベルでのエイズまん延防止と患
者・感染者に対する差別・偏見の解消を図ることを目的として、
ＷＨＯ（世界保健機関）が定めたものです。
　エイズは、ＨＩＶというウイルスに感染して起こる病気です。
ＨＩＶに感染してもすぐにエイズを発症するわけでなく、免疫
が低下して発症するまでの数年間、自覚症状のない時期が
続くことが特徴です。
　ただし、医療の進歩により、早期発見・早期治療し、きちん
と服用すれば、エイズ発症を遅らせ、他の慢性疾患と同じよ
うに、外来治療でコントロールが可能になっています。
　一人一人が正しく理解し、エイズについてみんなで考えま
しょう。また、心配なことがあれば、まずは検査を受けること
が大切です。
　エイズ検査は、無料・匿名で受けることができます。三条保
健所の検査予約や感染に関する相談・お問合せは、エイズ専
用電話に御連絡ください。
■エイズ専用電話　0256-34-8120（月～金8：30～17：15）
■問合せ　三条地域振興局健康福祉環境部医薬予防課
　　　　　0256-36-2362

１２月１日は世界エイズデー
アップデート！エイズ治療のこと、HIV検査のこと

健康・子育て

　糖尿病や高血圧の相談や健診結果に基づいた食事相談、
こころの健康に関して気になることなどの相談に、保健師や
管理栄養士が応じます。
■日　時　１２月１０日（月）　午前９時３０分～１１時
■会　場　保健センター
※事前に予約が可能です。予約の際に希望の時間をお伝え

ください。
■申込・問合せ　福祉保健課健康推進係　94-3133

からだとこころの健康相談

　年越しそばを打って家族で楽しい年越しを迎えませんか。
■日　時　１２月１６日（日）午前９時３０分～
■会　場　おもてなし広場　体験工房くろたき
■参加費　１，０００円
■その他　自分が打ったそばは持ち帰ります（５人前）

打つ道具はこちらで準備します。エプロン、三角
巾、手拭等は持参してください。

■申込・問合せ　（一社）弥彦観光協会　９４-３１５４

そば打ち教室開催

　三条地域振興局健康福祉環境部では、こころの健康に関
することでお悩みの方を対象に相談会を行っています。相談
には専門の精神科医師が応じます。
■日　時　１２月７日（金）　午後２時～４時
■会　場　三条地域振興局　健康福祉環境部
※予約制ですので、事前にお申込みください。
■申込・問合せ　三条地域振興局健康福祉環境部 地域保健課
　　　　　　　 保健指導担当　0256-36-2363

～三条地域振興局健康福祉環境部からのお知らせ～
精神保健福祉相談会
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催し・講座

以下のスペースは有料広告です

　今年も「むかしばなしと昔の遊び」を旧武石家で行います。
みんなで暖かい「いろり」を囲んで、昔話を聞いたり、昔の遊
びをしたりホッとする時間を過ごしてみませんか？
　大人も子どもも大歓迎です。みなさんの参加をお待ちしています。
■日　時　12月８日(土)　午後１時30分～３時30分
■会　場　旧武石家住宅（大字麓）
■内　容　むかしばなし、むかしの遊びとわらべうた
　　　　　「トキ」の折り紙をつくろう！
■参加費　無料
■その他　おやつと飲み物がでます
※人数把握のため、申し込みをお願いします。
■申込・問合せ　文化会館　９４-４３１１

旧武石家・ふるさと学校活用事業
むかしばなしと昔の遊び

　ワーク・ライフ・バランスの推進と男女が共に活躍できる職
場環境の整備を目的として、講演会および取組事例発表会
を開催します。
■日　　時　１月２０日（日）　午後１時３０分から３時３０分
■会　　場　燕市中央公民館３Ｆ　中ホール
■内　　容 
　【表彰式】つばめ輝く女性表彰2018
　【基調講演】「イクボス式マネジメントの心得とは
　　　　　　～中小企業の５年後の持続可能性を見つける！～」
　　講師　川島　高之氏（ＮＰＯ法人コヂカラ・ニッポン代表）
　【事業所による取組事例発表】
　　・株式会社新越ワークス
　　・株式会社博進堂
　　・ドコドア株式会社
■対　　象　弥彦村・燕市内の事業者および住民
■定　　員　100名程度　入場無料
■申込方法　電話または電子メールでお申し込みください。
■申込期間　12月3日（月）～1月18日（金）
■申込・問合せ　燕市企画財政部地域振興課
　　　　　　　 0256-77-8361
　　　　　　　 chiiki@city.tsubame.lg.jp

つばめ・やひこ女性活躍
推進フォーラム2018開催

　新潟市在住の日本画家、田中百合子の個展を開催します。
長年の作品のモチーフにしてきた、小さな娘たちの成長を描
き、それと共に様々な国の女性の働く姿をとらえ、凛とした健
気さや厳しさを表現した作品を展開します。
■会　期　１２月１６日（日）まで　午前９時～午後４時３０分
■会　場　弥彦の丘　美術館
■入館料　大人３００円（高校生以上）小・中学生１５０円
■作品解説日には午後２時からの解説を予定しています。
※日程は美術館へお問い合わせください。
■問合せ　弥彦の丘　美術館　94-4875

田中百合子
日本画展―女性像を描いて

■日　時　12月5日（水）　午前10時～11時
■会　場　ゆめの木はうす
■内　容　人形劇／手遊び／えほん
　　　　　クリスマスのお楽しみおやつ
※参加申込は必要ありません。当日親子で会場へどうぞ。

やひこえほんの会
「えほんといっしょにクリスマス」

「県央圏域障害児・者相談支援
フォーラム」を開催します

　新潟県三条地域振興局健康福祉環境部では、地域で障害
のある人とない人が共に暮らし、共に働く社会の構築に向け
た機運を醸成することを目的に、障害児・者相談支援フォーラ
ムを開催します。今年は「親亡き後の支援」をテーマに、講演
や相談支援事業所の事例紹介等を行います。
■日　時　11月30日（金）　午後１時30分～４時30分まで
■会　場　三条東公民館 多目的ホール１
■内　容　講演・相談支援事業所事例紹介 　
■入場料　無料
■申込・問合せ　三条地域振興局健康福祉環境部 地域福祉課
　　　　　　　 0256-36-2232

旧中島医院跡

インフルエンザ予防接種、予約受付中。
お電話にてお問い合わせください。

燕市吉田堤町 3-16
☎0256-93-2220
www.wakui-clinic.com吉田駅

●
けんしん
■

湧井医院

月 火 水 木 金 土 受付時間 日/祝
◯ ◯ × ◯ ◯ ◯  ×
◯ ◯ × ◯ ◯ ◯  ×

8:30~12:30
14:30~18:15

湧井医院
診療時間を

延長しました！

院長  湧井 智（内科）

※最終受付18:15、診察は18:30までです。

以下のスペースは有料広告です

　商工会青年部員がサンタクロースに扮してご家庭を訪問
し、保護者が用意されたプレゼントを無料配布いたします。
■訪問日時　12月24日（月）　午後6時30分～午後7時30分（予定）
■応募対象　小学生未満のお子様がいる家庭（村内限定）
■申込締切　12月3日（月）
　　　　　　※申込多数の場合は抽選になります。
■申込・問合せ　弥彦村商工会　94-2272

あなたの家に
サンタクロースがやってくる!!

　もの忘れやストレス、こころの健康等のご相談に専門の相
談員が応じます。ご本人だけでなく、ご家族からのご相談も
お受けしております。なお、秘密は固く守られますので、お気
軽にご相談ください。
■日　時　１２月４日（火）　午後１時３０分～３時
■会　場　保健センター
■担　当　長岡心の健康相談室　今井　楯男 室長
※予約制ですので、事前にお申し込みください。
■申込・問合せ　福祉保健課　健康推進係　94-3133

もの忘れ・ストレス相談（こころの相談）

　こころの不調や不安などこころの健康に関する悩みやお
子さんとの関係の悩み（お子さんと上手く遊べない、育てにく
さを感じているなど）に関する相談を行います。ご本人だけで
なく、ご家族からのご相談もお受けしております。なお、秘密
は固く守られますので、お気軽にご相談ください。
■日　時　１２月６日（木）　午後１時３０分～３時
■会　場　保健センター
■担　当　佐潟荘　青山　雅子　精神科医師
※予約制ですので、事前にお申し込みください。
■申込・問合せ　福祉保健課　健康推進係　94-3133

精神保健相談

　世界エイズデーは、世界レベルでのエイズまん延防止と患
者・感染者に対する差別・偏見の解消を図ることを目的として、
ＷＨＯ（世界保健機関）が定めたものです。
　エイズは、ＨＩＶというウイルスに感染して起こる病気です。
ＨＩＶに感染してもすぐにエイズを発症するわけでなく、免疫
が低下して発症するまでの数年間、自覚症状のない時期が
続くことが特徴です。
　ただし、医療の進歩により、早期発見・早期治療し、きちん
と服用すれば、エイズ発症を遅らせ、他の慢性疾患と同じよ
うに、外来治療でコントロールが可能になっています。
　一人一人が正しく理解し、エイズについてみんなで考えま
しょう。また、心配なことがあれば、まずは検査を受けること
が大切です。
　エイズ検査は、無料・匿名で受けることができます。三条保
健所の検査予約や感染に関する相談・お問合せは、エイズ専
用電話に御連絡ください。
■エイズ専用電話　0256-34-8120（月～金8：30～17：15）
■問合せ　三条地域振興局健康福祉環境部医薬予防課
　　　　　0256-36-2362

１２月１日は世界エイズデー
アップデート！エイズ治療のこと、HIV検査のこと

健康・子育て

　糖尿病や高血圧の相談や健診結果に基づいた食事相談、
こころの健康に関して気になることなどの相談に、保健師や
管理栄養士が応じます。
■日　時　１２月１０日（月）　午前９時３０分～１１時
■会　場　保健センター
※事前に予約が可能です。予約の際に希望の時間をお伝え

ください。
■申込・問合せ　福祉保健課健康推進係　94-3133

からだとこころの健康相談

　年越しそばを打って家族で楽しい年越しを迎えませんか。
■日　時　１２月１６日（日）午前９時３０分～
■会　場　おもてなし広場　体験工房くろたき
■参加費　１，０００円
■その他　自分が打ったそばは持ち帰ります（５人前）

打つ道具はこちらで準備します。エプロン、三角
巾、手拭等は持参してください。

■申込・問合せ　（一社）弥彦観光協会　９４-３１５４

そば打ち教室開催

　三条地域振興局健康福祉環境部では、こころの健康に関
することでお悩みの方を対象に相談会を行っています。相談
には専門の精神科医師が応じます。
■日　時　１２月７日（金）　午後２時～４時
■会　場　三条地域振興局　健康福祉環境部
※予約制ですので、事前にお申込みください。
■申込・問合せ　三条地域振興局健康福祉環境部 地域保健課
　　　　　　　 保健指導担当　0256-36-2363

～三条地域振興局健康福祉環境部からのお知らせ～
精神保健福祉相談会



　西蒲地区交通安全協会では、平成３１年優秀運転者を表彰
します。下記に該当する方は表彰対象となりますのでお申し
込みをお願いします。
■表彰種別
　(1)地区優良無事故運転者の表彰（１０年）
　(2)優秀運転者の表彰（２０年、３０年、４０年、５０年）
※(1)は地区交通安全協会長の表彰。
　(2)は県警察本部長、県交通安全協会長の連盟の表彰です。
■表彰基準
　各表彰種別の年数以上の運転経歴を有し、その間、継
続して交通事故および交通法令違反がなく、運転者として
優秀で他の模範と認められる者。ただし、４０年、５０年表彰
の申請はそれぞれ３０年、４０年表彰の受賞歴がなければ申
請できません。（運転経歴は、平成３１年４月６日現在で計算
してください。）

■必要書類
　・申請書、運転免許証の写し
　・無事故、無違反証明書【受賞歴のない方のみ添付】
　・運転記録証明書（５年）【受賞歴のある方のみ添付】
※上記運転経歴証明書は取り寄せが必要です。取り寄せ用
紙は役場総務課にあります。

■申込方法
　申請書に必要事項を記載のうえ、③の必要書類を持っ
て、弥彦村交通安全協会事務局（役場総務課）までお申し
込みください。

※提出期限は１２月２７日（木）まで
■問合せ　西蒲地区交通安全協会 事務局　73-2239
　　　　　弥彦村交通安全協会 事務局
　　　　　（総務課 交通防犯係）　94-3131

優秀（優良）運転者を表彰します

【家屋を取り壊ししたら届け出を】
　家屋（住宅、車庫、物置、作業所等）を取り壊した際には、必
ず税務課へ届け出をしてください。
　届け出を行わないと、来年度以降も引き続き固定資産税
が課税されることになります。
　届出用紙は税務課に用意してあります。
※登記されている家屋につきましては、お近くの土地家屋調
査士等にご相談の上で滅失登記を行ってください。

【原動機付自転車等を譲渡または廃車したら届け出を】
　125ccまでの原動機付自転車または小型特殊自動車（トラ
クター、コンバイン、田植え機、フォークリフト等）を譲渡したと
きや、廃車したときには必ず税務課へ届け出をしてください。
　届け出を行わないと、来年度以降も引き続き軽自動車税
が課税されることになります。
　届け出の際には標識（弥彦村ナンバー）を必ず返却してく
ださい。盗難などの特別な事情がなく紛失した場合は実費を
負担していただきます。
　届出用紙は税務課に用意してあります。
【小型特殊自動車には標識（ナンバー）をつけましょう】
　小型特殊自動車（トラクター、コンバイン、田植え機、フォー
クリフト等）で、公道を走行するには、標識（ナンバー）が必要で
す。また、事故等に備え、必ず自賠責保険に加入してください。
■問合せ　税務課　資産税係　94-3134

家屋取壊・原動機付自転車等の
譲渡・廃車は届け出が必要です！

①他の親族と扶養控除等の重複はありませんか。
　同じ人を２人以上で扶養親族等とすることはできません。
たとえば、夫婦両方で同じお子さんを扶養親族としたり、所
得者本人が奥さんについて配偶者控除を受けているのに、
そのお子さんやお孫さんが同じ方を扶養親族として扶養控
除を受けることはできません。
②控除対象の配偶者や扶養親族は一定以下の所得ですか。
　配偶者や扶養親族の本年中の所得金額が３８万円（給与
収入の場合１０３万円）を超える場合には扶養（配偶者）控除
を受けることはできません。
　また、平成３０年分から、所得者本人の本年中の所得金額
が１０００万円（給与収入の場合１２２０万円）を超える場合には、
配偶者控除を受けることができないこととされました。
③配偶者控除が受けられなくとも、配偶者特別控除を受け
られる場合があります。

　配偶者の本年中の所得金額が３８万円を超え１２３万円以
下（給与収入の場合１０３万円超２０１万６千円未満）で、所得
者本人の年間の所得金額が１０００万円以下の場合には、配
偶者と所得者本人の所得金額に応じた配偶者特別控除を受
けることができます。
④親族の年金から特別徴収（天引き）された介護保険料や後
期高齢者医療保険料を控除対象としていませんか。

　親族の年金から特別徴収（天引き）された介護保険料や後
期高齢者医療保険料は年金の受給者自身が支払ったもので
あるため、所得者本人の社会保険料として控除することはで
きません。

　既に年末調整がお済みの方は、扶養の要件や控除の内容
を再度ご確認いただき、控除誤りが判明した場合には年末調
整の再調整を行うか、または確定申告を行う必要があります。
■問合せ　税務課　住民税係　94-3134

平成３０年分の年末調整や
確定申告は正しく行いましょう！ 　どなたでも参加できる介護者の交流会です。お茶を飲みな

がらおしゃべりしたり情報交換をしましょう。予約も参加費も
必要ありません。お気軽にご参加ください。
■日　時　12月15日(土)　午後1時30分～3時30分
■会　場　保健センター
■問合せ　弥彦村地域包括支援センター　94-1030
※12時30分から和室を開放しています。お昼ご飯を持って、
どうぞくつろぎに来てください。

※ご本人の参加もできます。別室にてスタッフが付き添いい
たします。

介護者のつどいに参加しませんか

　新潟県赤十字血液セン
ターの献血バスが下記の
日時にやってきます。多くの
皆様のご協力をお願いしま
す。（400mℓのみの受付と
なります）
■日　時　１２月２８日（金）　午後２時３０分～４時００分
■会　場　役場大ホール及び駐車場
■問合せ　新潟県赤十字血液センター 献血推進課　
　　　　　025-230-1703
　　　　　福祉保健課　９４-３１３３

献血にご協力をお願いします！！

　水の特性を活かして、水中で筋肉や骨を強くする運動を行
います。水中では無理なくラクラク体を動かすことができるた
め、足の筋力がつき転倒予防にもつながります。
■日　時　１月１０日～３月２８日の３ヶ月間　毎週木曜日
　　　　　午前１０時４５分～１１時４５分
　　　　　※３月２１日は祝日のため、２２日（金）となります。
■会　場　ビジョンよしだ
■参加費　・教室受講料　３か月コース　３０００円　　
　※初めての方もお試しができます。　１回券　４００円
　※その他に入館料が必要です。詳細はお問合せください。
■持ち物　水着・水泳帽・タオル・お茶などの飲み物
※新たに参加を希望される方で、送迎が必要な方は１２月２１

日までに申込みをお願いします。　福祉保健課　９４-３１３３
※送迎が不要な方は、“ビジョンよしだ”に申込みをお願いし
ます。　ビジョンよしだ　９３-６６００

あなたも参加してみませんか！  健康づくり教室
“レインボー水中体操教室”

■募集団地　矢作第１団地（矢作：ＪＲ脇）　１戸（３ＤＫ）
■家　　賃　月額16,400円～34,500円
　　　　　　※収入により異なります
■募集締切　１２月７日（金）
■入居資格　・住宅に困窮している世帯（原則単身者不可）
　　　　　　・入居者と同等以上の所得を有する保証人２

名がいる方
■選考方法　書類審査（困窮度）
　　　　　　※必要書類は建設企業課にあります
■入居時期　１２月中旬を予定
■申込・問合せ　建設企業課　土木管理係　94-1022

村営住宅入居者募集

募集・採用・資格

　「彌彦観光ぼらんてぃあガイド」は、ガイドブックでは得られ
ない弥彦の良さや見どころをより多くの方に知っていただきた
いと平成16年5月にスタートし、観光シーズンを中心に大勢の
お客様をご案内してきました。
　新たにガイドとなる方を募集しています。観光案内を通じて
年齢・性別を超えた楽しいふれあいの場を持ちませんか。
＜ぼらんてぃあガイド養成に向けた勉強会を行います!!＞
■日時と会場　2月26日（火）午後2時～、弥彦村商工会館
　　　　　　　3月26日（火）午後2時～、弥彦村商工会館
　　　　　　　4月23日（火）午後2時～、一の鳥居
■内　容　彌彦神社周辺へお越しのお客様の案内
■申込・問合せ　（一社）弥彦観光協会　94-3154

彌彦観光ぼらんてぃあガイド募集

　平成３０年分の決算説明会を下記のとおり開催いたします。
■青色申告決算説明会

■白色申告決算説明会

説明会は２時間程度です。
なお、会場への直接のお問い合わせはご遠慮ください。

■巻税務署からのお知らせ
　『確定申告に便利なＩＤ・パスワードを取得しませんか？』
　マイナンバーカードをお持ちでなくても、ＩＤとパスワードが
あれば、平成３１年から自宅のパソコンやスマホで確定申告
ができます。
　上記会場にＩＤ・パスワード取得の特設コーナーを設けます
ので、ぜひご利用ください。（取得には申告者ご本人の運転
免許証などの本人確認書類が必要です。）
■問合せ　巻税務署　個人課税第一部門　
　　　　　0256-72-2357（部門直通）

巻税務署からのご案内

期　日 時　間 会　場対象者

１２月１8日
（火）

午前10時～ 営　業
所得者
農　業
所得者

燕市役所内１階
つばめホール

燕市吉田西太田1934午後２時～

期　日 時　間 会　場対象者

１２月１9日
（水）

午前10時～ 営　業
所得者
農　業
所得者

燕市役所内１階
つばめホール

燕市吉田西太田1934午後２時～

役場からのお知らせ

　年内にパスポートの受け取りを希望される方は、12月18
日(火)までに申請をお願いします。
※年内の受け取りは12月28日(金)まで。
■申請窓口　弥彦村役場住民課
■受付時間　平日午前８時30分～午後５時
　　　　　　土・日・祝日は休みです。
■問 合 せ　住民課　住民係　94-3132
　　　　　　新潟県パスポートセンター　025-290-6670

年内のパスポート申請はお早めに！

■ごみ収集
　年末年始のごみ収集については、ご家庭に配布してありま
す「ごみ収集カレンダー」のとおりです。

※必ず午前８時までにステーションに出してください。
■粗大ごみ収集
　１月中は、粗大ごみの戸別収集は実施しません。直接の持
ち込みを希望される方は、役場建設企業課へご相談ください。
■資源回収
　１月は各地区リサイクルステーションでの資源回収は、実
施しません。２月１０日から再開します。牛乳パック及び乾電
池は役場大ホール側玄関に回収ボックスが設置してあります。
■し尿の汲取り
　１２月２９日（土）から１月３日（木）までは、収集できません。

（申し込みは、早めにお願いします。）
■問合せ　建設企業課　環境対策係　94-1022

月日

区分

28日
(金)

可燃
ごみ

可燃
ごみ休　　み可燃

ごみ

29日
(土)

30日
(日)

31日
(月)

1日
(火)

2日
(水)

3日
(木)

4日
(金)

年末年始のごみ・し尿の収集について

15 14



　西蒲地区交通安全協会では、平成３１年優秀運転者を表彰
します。下記に該当する方は表彰対象となりますのでお申し
込みをお願いします。
■表彰種別
　(1)地区優良無事故運転者の表彰（１０年）
　(2)優秀運転者の表彰（２０年、３０年、４０年、５０年）
※(1)は地区交通安全協会長の表彰。
　(2)は県警察本部長、県交通安全協会長の連盟の表彰です。
■表彰基準
　各表彰種別の年数以上の運転経歴を有し、その間、継
続して交通事故および交通法令違反がなく、運転者として
優秀で他の模範と認められる者。ただし、４０年、５０年表彰
の申請はそれぞれ３０年、４０年表彰の受賞歴がなければ申
請できません。（運転経歴は、平成３１年４月６日現在で計算
してください。）

■必要書類
　・申請書、運転免許証の写し
　・無事故、無違反証明書【受賞歴のない方のみ添付】
　・運転記録証明書（５年）【受賞歴のある方のみ添付】
※上記運転経歴証明書は取り寄せが必要です。取り寄せ用
紙は役場総務課にあります。

■申込方法
　申請書に必要事項を記載のうえ、③の必要書類を持っ
て、弥彦村交通安全協会事務局（役場総務課）までお申し
込みください。

※提出期限は１２月２７日（木）まで
■問合せ　西蒲地区交通安全協会 事務局　73-2239
　　　　　弥彦村交通安全協会 事務局
　　　　　（総務課 交通防犯係）　94-3131

優秀（優良）運転者を表彰します

【家屋を取り壊ししたら届け出を】
　家屋（住宅、車庫、物置、作業所等）を取り壊した際には、必
ず税務課へ届け出をしてください。
　届け出を行わないと、来年度以降も引き続き固定資産税
が課税されることになります。
　届出用紙は税務課に用意してあります。
※登記されている家屋につきましては、お近くの土地家屋調
査士等にご相談の上で滅失登記を行ってください。

【原動機付自転車等を譲渡または廃車したら届け出を】
　125ccまでの原動機付自転車または小型特殊自動車（トラ
クター、コンバイン、田植え機、フォークリフト等）を譲渡したと
きや、廃車したときには必ず税務課へ届け出をしてください。
　届け出を行わないと、来年度以降も引き続き軽自動車税
が課税されることになります。
　届け出の際には標識（弥彦村ナンバー）を必ず返却してく
ださい。盗難などの特別な事情がなく紛失した場合は実費を
負担していただきます。
　届出用紙は税務課に用意してあります。
【小型特殊自動車には標識（ナンバー）をつけましょう】
　小型特殊自動車（トラクター、コンバイン、田植え機、フォー
クリフト等）で、公道を走行するには、標識（ナンバー）が必要で
す。また、事故等に備え、必ず自賠責保険に加入してください。
■問合せ　税務課　資産税係　94-3134

家屋取壊・原動機付自転車等の
譲渡・廃車は届け出が必要です！

①他の親族と扶養控除等の重複はありませんか。
　同じ人を２人以上で扶養親族等とすることはできません。
たとえば、夫婦両方で同じお子さんを扶養親族としたり、所
得者本人が奥さんについて配偶者控除を受けているのに、
そのお子さんやお孫さんが同じ方を扶養親族として扶養控
除を受けることはできません。
②控除対象の配偶者や扶養親族は一定以下の所得ですか。
　配偶者や扶養親族の本年中の所得金額が３８万円（給与
収入の場合１０３万円）を超える場合には扶養（配偶者）控除
を受けることはできません。
　また、平成３０年分から、所得者本人の本年中の所得金額
が１０００万円（給与収入の場合１２２０万円）を超える場合には、
配偶者控除を受けることができないこととされました。
③配偶者控除が受けられなくとも、配偶者特別控除を受け
られる場合があります。

　配偶者の本年中の所得金額が３８万円を超え１２３万円以
下（給与収入の場合１０３万円超２０１万６千円未満）で、所得
者本人の年間の所得金額が１０００万円以下の場合には、配
偶者と所得者本人の所得金額に応じた配偶者特別控除を受
けることができます。
④親族の年金から特別徴収（天引き）された介護保険料や後
期高齢者医療保険料を控除対象としていませんか。

　親族の年金から特別徴収（天引き）された介護保険料や後
期高齢者医療保険料は年金の受給者自身が支払ったもので
あるため、所得者本人の社会保険料として控除することはで
きません。

　既に年末調整がお済みの方は、扶養の要件や控除の内容
を再度ご確認いただき、控除誤りが判明した場合には年末調
整の再調整を行うか、または確定申告を行う必要があります。
■問合せ　税務課　住民税係　94-3134

平成３０年分の年末調整や
確定申告は正しく行いましょう！ 　どなたでも参加できる介護者の交流会です。お茶を飲みな

がらおしゃべりしたり情報交換をしましょう。予約も参加費も
必要ありません。お気軽にご参加ください。
■日　時　12月15日(土)　午後1時30分～3時30分
■会　場　保健センター
■問合せ　弥彦村地域包括支援センター　94-1030
※12時30分から和室を開放しています。お昼ご飯を持って、
どうぞくつろぎに来てください。

※ご本人の参加もできます。別室にてスタッフが付き添いい
たします。

介護者のつどいに参加しませんか

　新潟県赤十字血液セン
ターの献血バスが下記の
日時にやってきます。多くの
皆様のご協力をお願いしま
す。（400mℓのみの受付と
なります）
■日　時　１２月２８日（金）　午後２時３０分～４時００分
■会　場　役場大ホール及び駐車場
■問合せ　新潟県赤十字血液センター 献血推進課　
　　　　　025-230-1703
　　　　　福祉保健課　９４-３１３３

献血にご協力をお願いします！！

　水の特性を活かして、水中で筋肉や骨を強くする運動を行
います。水中では無理なくラクラク体を動かすことができるた
め、足の筋力がつき転倒予防にもつながります。
■日　時　１月１０日～３月２８日の３ヶ月間　毎週木曜日
　　　　　午前１０時４５分～１１時４５分
　　　　　※３月２１日は祝日のため、２２日（金）となります。
■会　場　ビジョンよしだ
■参加費　・教室受講料　３か月コース　３０００円　　
　※初めての方もお試しができます。　１回券　４００円
　※その他に入館料が必要です。詳細はお問合せください。
■持ち物　水着・水泳帽・タオル・お茶などの飲み物
※新たに参加を希望される方で、送迎が必要な方は１２月２１

日までに申込みをお願いします。　福祉保健課　９４-３１３３
※送迎が不要な方は、“ビジョンよしだ”に申込みをお願いし
ます。　ビジョンよしだ　９３-６６００

あなたも参加してみませんか！  健康づくり教室
“レインボー水中体操教室”

■募集団地　矢作第１団地（矢作：ＪＲ脇）　１戸（３ＤＫ）
■家　　賃　月額16,400円～34,500円
　　　　　　※収入により異なります
■募集締切　１２月７日（金）
■入居資格　・住宅に困窮している世帯（原則単身者不可）
　　　　　　・入居者と同等以上の所得を有する保証人２

名がいる方
■選考方法　書類審査（困窮度）
　　　　　　※必要書類は建設企業課にあります
■入居時期　１２月中旬を予定
■申込・問合せ　建設企業課　土木管理係　94-1022

村営住宅入居者募集

募集・採用・資格

　「彌彦観光ぼらんてぃあガイド」は、ガイドブックでは得られ
ない弥彦の良さや見どころをより多くの方に知っていただきた
いと平成16年5月にスタートし、観光シーズンを中心に大勢の
お客様をご案内してきました。
　新たにガイドとなる方を募集しています。観光案内を通じて
年齢・性別を超えた楽しいふれあいの場を持ちませんか。
＜ぼらんてぃあガイド養成に向けた勉強会を行います!!＞
■日時と会場　2月26日（火）午後2時～、弥彦村商工会館
　　　　　　　3月26日（火）午後2時～、弥彦村商工会館
　　　　　　　4月23日（火）午後2時～、一の鳥居
■内　容　彌彦神社周辺へお越しのお客様の案内
■申込・問合せ　（一社）弥彦観光協会　94-3154

彌彦観光ぼらんてぃあガイド募集

　平成３０年分の決算説明会を下記のとおり開催いたします。
■青色申告決算説明会

■白色申告決算説明会

説明会は２時間程度です。
なお、会場への直接のお問い合わせはご遠慮ください。

■巻税務署からのお知らせ
　『確定申告に便利なＩＤ・パスワードを取得しませんか？』
　マイナンバーカードをお持ちでなくても、ＩＤとパスワードが
あれば、平成３１年から自宅のパソコンやスマホで確定申告
ができます。
　上記会場にＩＤ・パスワード取得の特設コーナーを設けます
ので、ぜひご利用ください。（取得には申告者ご本人の運転
免許証などの本人確認書類が必要です。）
■問合せ　巻税務署　個人課税第一部門　
　　　　　0256-72-2357（部門直通）

巻税務署からのご案内

期　日 時　間 会　場対象者

１２月１8日
（火）

午前10時～ 営　業
所得者
農　業
所得者

燕市役所内１階
つばめホール

燕市吉田西太田1934午後２時～

期　日 時　間 会　場対象者

１２月１9日
（水）

午前10時～ 営　業
所得者
農　業
所得者

燕市役所内１階
つばめホール

燕市吉田西太田1934午後２時～

役場からのお知らせ

　年内にパスポートの受け取りを希望される方は、12月18
日(火)までに申請をお願いします。
※年内の受け取りは12月28日(金)まで。
■申請窓口　弥彦村役場住民課
■受付時間　平日午前８時30分～午後５時
　　　　　　土・日・祝日は休みです。
■問 合 せ　住民課　住民係　94-3132
　　　　　　新潟県パスポートセンター　025-290-6670

年内のパスポート申請はお早めに！

■ごみ収集
　年末年始のごみ収集については、ご家庭に配布してありま
す「ごみ収集カレンダー」のとおりです。

※必ず午前８時までにステーションに出してください。
■粗大ごみ収集
　１月中は、粗大ごみの戸別収集は実施しません。直接の持
ち込みを希望される方は、役場建設企業課へご相談ください。
■資源回収
　１月は各地区リサイクルステーションでの資源回収は、実
施しません。２月１０日から再開します。牛乳パック及び乾電
池は役場大ホール側玄関に回収ボックスが設置してあります。
■し尿の汲取り
　１２月２９日（土）から１月３日（木）までは、収集できません。

（申し込みは、早めにお願いします。）
■問合せ　建設企業課　環境対策係　94-1022

月日

区分

28日
(金)

可燃
ごみ

可燃
ごみ休　　み可燃

ごみ

29日
(土)

30日
(日)

31日
(月)

1日
(火)

2日
(水)

3日
(木)

4日
(金)

年末年始のごみ・し尿の収集について

15 14



No 書　　　名 著　　　者 出版社

1 血の雫 相場英雄 新潮社

2 ウエディングプランナー 五十嵐貴久 祥伝社

3 エムエス
継続捜査ゼミ2 今野敏 講談社

4 最終標的　所轄魂 笹本稜平 徳間書店

5 どんまい 重松清 講談社

　利用時間は午前9時～午後6時、貸出冊数は1人3冊まで、
貸出期間は2週間までです。

公民館図書室  新着図書のお知らせ

　他21冊の新着図書が11月25日（日）に入ります。新着図
書一覧は弥彦村ホームページで確認できます。

　ご家庭で灯油をホームタンクからポリ容器等に詰替える際、
その場を離れ流出させるケースが多くあります。河川に流出
した場合は環境に悪影響を及ぼしますので、十分注意される
ようお願いいたします。
■問合せ　弥彦消防署　９４-３１５２

灯油の取扱いには十分注意を！

消防署からのお知らせ

　燕・弥彦総合事務組合消防本部では、毎月第３土曜日に、
心肺蘇生法やＡＥＤの使用方法を学ぶ普通救命講習を実施
しています。ぜひ受講してください。
■講 習 日　12月15日（土）、平成31年１月19日（土）
　　　　　　※毎月第３土曜日
■講習時間　午前９時から（３時間）
■講習場所　燕・弥彦総合事務組合　消防本部
■講習内容　心肺蘇生法、AED使用法、異物除去法、止血法
■対 象 者　燕市・弥彦村に居住または勤務（通学）する中学生以上
■受 講 料　無料　
■申込期間　講習開催日の１週間前まで受付けております。
※受講される方は、当日動きやすい服装、上履き、筆記用具
を持参してください。

■問合せ　弥彦消防署　９４-３１５２

いざという時に備えて
普通救命講習のご案内

■日　時　１０月７日（日）
■会　場　弥彦総合文化会館
■結　果　優勝　西村　雄吾（燕市）
　　　　　２位　石川　幸康（大戸）
　　　　　３位　斉藤　富男（弥彦）

弥彦村王将会
秋季村民将棋大会結果

■期　日　１０月２１日（日）
■会　場　村営陸上競技場
優　勝　　佐野　定夫 （峰見） ５５打
準優勝　　石川　幸（川崎） ５９打
３　位　　久須美　栄松（走出） ６１打
ホールインワン　丸山　太田志（弥彦）　１ゲーム９ホール
ホールインワン　八子　建悟（走出）　　２ゲーム１ホール

第２３回  弥彦村村民マウンテンボール大会
ライオンズクラブ杯

　燕市・弥彦村の少年野球チームで争う平成３０年度最後の
大会「スポーツ少年団本部長杯争奪大会」が９月２３日､２４日
の２日間に行われ、弥彦ザ・ジェイが優勝しました。

　この大会は監督・コーチが指示を出さず、選手のみで試合
をする大会で、キャプテンの五十嵐暖流くん(美山)を中心に
一致団結して３年ぶりの優勝をつかみ取ることができました。
　弥彦ザ・ジェイではメンバーを募集しています。お気軽に練
習見学にお越しください。毎週月・木曜日に村民野球場で午
後７時から９時まで練習しています！
■問合せ　弥彦ザ・ジェイ　代表　武石
　　　　　090-1370-0701

弥彦ザ・ジェイ　燕・弥彦
スポーツ少年団本部長杯優勝！！

趣味・スポーツ

男
性

10時 11時 1時 2時 3時 4時正午

女
性

　けいりん会館では、冬期間の一般開放を次のとおり実施い
たします。この機会に施設の見学とすばらしい展望のお風呂
やサウナ風呂をお楽しみください。
　なお、お風呂のご利用時間は男女別とさせていただきます。
■一般開放日　12月16日、1月20日、2月17日、3月17日
　　　　　　　（すべて第3日曜日）
　     が入浴利用時間

※タオルを持参してください。
※ゴミは必ずお持ち帰りください。
※私物については自己管理をお願いします。
■問合せ　公営競技事務所　　94-2066
　　　　　弥彦けいりん会館　94-4517

けいりん会館一般開放（無料）

中学生男子  一般男子
１位　深澤・山本組 １位　加藤・高橋組
２位　山田・大久保組 ２位　服部・丸山組
３位　三浦・山宮組
■問合せ　弥彦テニスクラブ　平井　090-4714-0168

第４６回村民ソフトテニス大会結果

■日　時　１０月１３日（土）
■会　場　サン・ビレッジ ゲートボール場
■結　果　優勝　峰見Ａ
　　　　　２位　峰見Ｂ
　　　　　３位　弥彦

地域交流ゲートボール大会結果
■期　日　平成30年10月13日（土）
■会　場　弥彦村総合運動場外周コース

（3位まで）　天候　晴／気温　18℃

第27回村民ロードレース大会結果

■日　時　１０月１４日（日）　午前８時～
■会　場　村営野球場
■結　果　優勝　内弁慶Ⅵ
　　　　　２位　弥彦ジュニアーズ
　　　　　３位　弥彦ザ・ジェイ壮年ジャンプ
個人
最優秀選手賞　内弁慶Ⅵ　橋本　和也
優秀選手賞　　弥彦ジュニアーズ　松本　高夫
特別賞　　　　内弁慶Ⅵ　小林　忠幸

第３２回壮年野球大会結果

■日にち　11月3日(土)
■会　場　新潟市鳥屋野総合体育館
■結　果　６年生  ５５kg級　優勝  橋本晴翔
　園児から小学生６年生まで仲良く目標に向かい稽古してい
ます。随時、体験、見学できますので、お気軽にお越しください。
■問合せ　弥彦柔道教室　武石　080-2024-8812

第２１回ＢＳＮ少年柔道選手権大会結果

２kmの部
小学生男子
4年以下

小学生男子
5・6年

村外小学生男子
4年以下

村外小学生男子
5・6年

小学生女子
4年以下

小学生女子
5・6年

村外小学生女子
4年以下

村外小学生女子
5・6年

　
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

　　
寺岸　航平
小林　　蓮
武田　望夢
立川　琉斗
古賀　敦也
笠原　天鳳
土田　豪暖
田中　櫂吏
斎藤　碧生
村上　　礼
伊藤　峻史

－
高橋　千華
渡邊　葵海
藤原　華子
渡邊　蒼空
池田　千夏
小出　奈菜
諸橋　咲來
石田　夢桜
田中　悠陽
石川　桃子
土田菜暖花
山崎　栞奈

参加者　43人
8分03秒
8分57秒
11分17秒
7分36秒
7分45秒
8分44秒
7分57秒
8分15秒
8分42秒
7分18秒
9分17秒

－
8分14秒
9分17秒
10分16秒
8分11秒
8分35秒
8分44秒
8分19秒
8分22秒
8分59秒
7分45秒
8分05秒
8分08秒

３kmの部
中学生男子
1～3年

中学生女子
1～3年

　
1
2
3
1
2
3

　　
難波　岳利
中川　　蓮
齋藤　康稀
藤原由理亜
齋藤　毬菜
橋本　里帆

参加者　18人
10分39秒
10分48秒
10分53秒
12分06秒
12分13秒
12分25秒

　今年も冬将軍到来の季節となりました。円滑で安全な除雪
作業を行うため、皆さまのご協力をお願いします。
■除雪車の出動は車道で積雪１０ｃｍを目安とし、午前２時出動
となります。なお、歩道除雪は、２０ｃｍを目安として出動します。

■路上駐車は除雪作業の妨げとなり、その部分だけ除雪できな
くなります。近隣住民の迷惑にもなりますので、自動車又はそ
の他除雪作業に障害となる物を道路上に置かないでください。

■出入口の雪は各戸で処理してください。その際、雪を道路上
に捨てないでください。消雪パイプの道路でも道路上には
捨てないでください。なお、高齢者世帯等で雪の処理が難し
い場合は、各集落内で協力するなどして処理してください。

■午後２時～３時、午後４時～５時の２時間は、節電のため消雪パイ
プが停止します。故障ではありませんのでご理解をお願いします。
　細心の注意で除雪作業を行っておりますが、時間の制約
もありご迷惑をおかけすることも多々あると思われます。
皆さまのご理解ご協力をお願いいたします。

■問合せ　建設企業課　94-1022

除雪作業にご協力をお願いします
～路上駐車は除雪作業の妨げとなります～

　１０月１７日、サン・ビレッジ弥彦で弥彦村高齢者スポーツ大
会が行われ、各老人クラブに所属する多くの方が参加しました。
　高齢者の心身の健康保持と積極的に生きがいを高めるこ
とにより、高齢者の福祉増進を図ることを目的とした本大会
も今回で４４回目となりました。
　笑いと歓声が渦巻く中、今年度の優勝チームは大接戦の
末「山崎郷仲よしクラブ」でした。おめでとうございました！

第４４回弥彦村高齢者スポーツ大会
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No 書　　　名 著　　　者 出版社

1 血の雫 相場英雄 新潮社

2 ウエディングプランナー 五十嵐貴久 祥伝社

3 エムエス
継続捜査ゼミ2 今野敏 講談社

4 最終標的　所轄魂 笹本稜平 徳間書店

5 どんまい 重松清 講談社

　利用時間は午前9時～午後6時、貸出冊数は1人3冊まで、
貸出期間は2週間までです。

公民館図書室  新着図書のお知らせ

　他21冊の新着図書が11月25日（日）に入ります。新着図
書一覧は弥彦村ホームページで確認できます。

　ご家庭で灯油をホームタンクからポリ容器等に詰替える際、
その場を離れ流出させるケースが多くあります。河川に流出
した場合は環境に悪影響を及ぼしますので、十分注意される
ようお願いいたします。
■問合せ　弥彦消防署　９４-３１５２

灯油の取扱いには十分注意を！

消防署からのお知らせ

　燕・弥彦総合事務組合消防本部では、毎月第３土曜日に、
心肺蘇生法やＡＥＤの使用方法を学ぶ普通救命講習を実施
しています。ぜひ受講してください。
■講 習 日　12月15日（土）、平成31年１月19日（土）
　　　　　　※毎月第３土曜日
■講習時間　午前９時から（３時間）
■講習場所　燕・弥彦総合事務組合　消防本部
■講習内容　心肺蘇生法、AED使用法、異物除去法、止血法
■対 象 者　燕市・弥彦村に居住または勤務（通学）する中学生以上
■受 講 料　無料　
■申込期間　講習開催日の１週間前まで受付けております。
※受講される方は、当日動きやすい服装、上履き、筆記用具
を持参してください。

■問合せ　弥彦消防署　９４-３１５２

いざという時に備えて
普通救命講習のご案内

■日　時　１０月７日（日）
■会　場　弥彦総合文化会館
■結　果　優勝　西村　雄吾（燕市）
　　　　　２位　石川　幸康（大戸）
　　　　　３位　斉藤　富男（弥彦）

弥彦村王将会
秋季村民将棋大会結果

■期　日　１０月２１日（日）
■会　場　村営陸上競技場
優　勝　　佐野　定夫 （峰見） ５５打
準優勝　　石川　幸（川崎） ５９打
３　位　　久須美　栄松（走出） ６１打
ホールインワン　丸山　太田志（弥彦）　１ゲーム９ホール
ホールインワン　八子　建悟（走出）　　２ゲーム１ホール

第２３回  弥彦村村民マウンテンボール大会
ライオンズクラブ杯

　燕市・弥彦村の少年野球チームで争う平成３０年度最後の
大会「スポーツ少年団本部長杯争奪大会」が９月２３日､２４日
の２日間に行われ、弥彦ザ・ジェイが優勝しました。

　この大会は監督・コーチが指示を出さず、選手のみで試合
をする大会で、キャプテンの五十嵐暖流くん(美山)を中心に
一致団結して３年ぶりの優勝をつかみ取ることができました。
　弥彦ザ・ジェイではメンバーを募集しています。お気軽に練
習見学にお越しください。毎週月・木曜日に村民野球場で午
後７時から９時まで練習しています！
■問合せ　弥彦ザ・ジェイ　代表　武石
　　　　　090-1370-0701

弥彦ザ・ジェイ　燕・弥彦
スポーツ少年団本部長杯優勝！！

趣味・スポーツ

男
性

10時 11時 1時 2時 3時 4時正午

女
性

　けいりん会館では、冬期間の一般開放を次のとおり実施い
たします。この機会に施設の見学とすばらしい展望のお風呂
やサウナ風呂をお楽しみください。
　なお、お風呂のご利用時間は男女別とさせていただきます。
■一般開放日　12月16日、1月20日、2月17日、3月17日
　　　　　　　（すべて第3日曜日）
　     が入浴利用時間

※タオルを持参してください。
※ゴミは必ずお持ち帰りください。
※私物については自己管理をお願いします。
■問合せ　公営競技事務所　　94-2066
　　　　　弥彦けいりん会館　94-4517

けいりん会館一般開放（無料）

中学生男子  一般男子
１位　深澤・山本組 １位　加藤・高橋組
２位　山田・大久保組 ２位　服部・丸山組
３位　三浦・山宮組
■問合せ　弥彦テニスクラブ　平井　090-4714-0168

第４６回村民ソフトテニス大会結果

■日　時　１０月１３日（土）
■会　場　サン・ビレッジ ゲートボール場
■結　果　優勝　峰見Ａ
　　　　　２位　峰見Ｂ
　　　　　３位　弥彦

地域交流ゲートボール大会結果
■期　日　平成30年10月13日（土）
■会　場　弥彦村総合運動場外周コース

（3位まで）　天候　晴／気温　18℃

第27回村民ロードレース大会結果

■日　時　１０月１４日（日）　午前８時～
■会　場　村営野球場
■結　果　優勝　内弁慶Ⅵ
　　　　　２位　弥彦ジュニアーズ
　　　　　３位　弥彦ザ・ジェイ壮年ジャンプ
個人
最優秀選手賞　内弁慶Ⅵ　橋本　和也
優秀選手賞　　弥彦ジュニアーズ　松本　高夫
特別賞　　　　内弁慶Ⅵ　小林　忠幸

第３２回壮年野球大会結果

■日にち　11月3日(土)
■会　場　新潟市鳥屋野総合体育館
■結　果　６年生  ５５kg級　優勝  橋本晴翔
　園児から小学生６年生まで仲良く目標に向かい稽古してい
ます。随時、体験、見学できますので、お気軽にお越しください。
■問合せ　弥彦柔道教室　武石　080-2024-8812

第２１回ＢＳＮ少年柔道選手権大会結果

２kmの部
小学生男子
4年以下

小学生男子
5・6年

村外小学生男子
4年以下

村外小学生男子
5・6年

小学生女子
4年以下
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4年以下

村外小学生女子
5・6年
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2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

　　
寺岸　航平
小林　　蓮
武田　望夢
立川　琉斗
古賀　敦也
笠原　天鳳
土田　豪暖
田中　櫂吏
斎藤　碧生
村上　　礼
伊藤　峻史

－
高橋　千華
渡邊　葵海
藤原　華子
渡邊　蒼空
池田　千夏
小出　奈菜
諸橋　咲來
石田　夢桜
田中　悠陽
石川　桃子
土田菜暖花
山崎　栞奈

参加者　43人
8分03秒
8分57秒
11分17秒
7分36秒
7分45秒
8分44秒
7分57秒
8分15秒
8分42秒
7分18秒
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－
8分14秒
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10分16秒
8分11秒
8分35秒
8分44秒
8分19秒
8分22秒
8分59秒
7分45秒
8分05秒
8分08秒

３kmの部
中学生男子
1～3年

中学生女子
1～3年

　
1
2
3
1
2
3

　　
難波　岳利
中川　　蓮
齋藤　康稀
藤原由理亜
齋藤　毬菜
橋本　里帆

参加者　18人
10分39秒
10分48秒
10分53秒
12分06秒
12分13秒
12分25秒

　今年も冬将軍到来の季節となりました。円滑で安全な除雪
作業を行うため、皆さまのご協力をお願いします。
■除雪車の出動は車道で積雪１０ｃｍを目安とし、午前２時出動
となります。なお、歩道除雪は、２０ｃｍを目安として出動します。

■路上駐車は除雪作業の妨げとなり、その部分だけ除雪できな
くなります。近隣住民の迷惑にもなりますので、自動車又はそ
の他除雪作業に障害となる物を道路上に置かないでください。

■出入口の雪は各戸で処理してください。その際、雪を道路上
に捨てないでください。消雪パイプの道路でも道路上には
捨てないでください。なお、高齢者世帯等で雪の処理が難し
い場合は、各集落内で協力するなどして処理してください。

■午後２時～３時、午後４時～５時の２時間は、節電のため消雪パイ
プが停止します。故障ではありませんのでご理解をお願いします。
　細心の注意で除雪作業を行っておりますが、時間の制約
もありご迷惑をおかけすることも多々あると思われます。
皆さまのご理解ご協力をお願いいたします。

■問合せ　建設企業課　94-1022

除雪作業にご協力をお願いします
～路上駐車は除雪作業の妨げとなります～

　１０月１７日、サン・ビレッジ弥彦で弥彦村高齢者スポーツ大
会が行われ、各老人クラブに所属する多くの方が参加しました。
　高齢者の心身の健康保持と積極的に生きがいを高めるこ
とにより、高齢者の福祉増進を図ることを目的とした本大会
も今回で４４回目となりました。
　笑いと歓声が渦巻く中、今年度の優勝チームは大接戦の
末「山崎郷仲よしクラブ」でした。おめでとうございました！

第４４回弥彦村高齢者スポーツ大会
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日 月 火 水 木 金 土
1
マタニティスクール

（１３：１５～）

2 3 4 5 6 7 8
高齢者総合生活支援
センター休館日
有酸素運動教室④

（１０：００～）

赤ちゃんマッサージ教室④
（１０：００～）
リズム体操

（１０：００～）
こころの相談

（13：30～）
婦人のスポーツ広場

（１３：３０～）

血液再検査
（９：００～）
やひこえほんの会

「えほんといっしょに
クリスマス」

（１０：００～）

楽らく教室⑨
（１０：００～）
婦人のスポーツ広場

（10：00～）
精神保健相談

（１３：３０～）

けんこつ体操の会
（10：00～）
ひばりの会

（10：00～）
元気の出る健康教室

（14：00～）

子どもわくわく教室
（10：00～）
むかしばなしと
昔の遊び

（1３：３0～）

9 10 11 12 13 14 15
田中百合子展
作品解説

（１４：００～）

高齢者総合生活支援
センター休館日
健康相談

（９：３０～）

赤ちゃんマッサージ教室
おさらい会

（１０：００～）
子育て相談

（１０：００～）
レクダンス

（１０：００～）
婦人のスポーツ広場

（１３：３０～）

すこやか体操
（10：00～）
お誕生健診

（１２：４５～）
古文書クラブ

（１4：００～）

おもちゃポケット
（９：３０～）
離乳食相談

（９：４５～）
婦人のスポーツ広場

（10：00～）
芸能クラブ

（１０：００～）

けんこつ体操の会
（10：00～）
歯科訪問診査

（１３：３０～）
元気の出る健康教室

（14：00～）

16 17 18 19 20 21 22 
高齢者総合生活支援
センター休館日

リズム体操
（１０：００～）
こころの見守り
サポーター研修

（１３：３０～）
婦人のスポーツ広場

（１３：３０～）

１歳半健診
（12：45～）
２歳・２歳半歯科健診

（１３：００～）
歯科健診とフッ素塗布

（１３：１５～）

婦人のスポーツ広場
（１０：００～）
芸能クラブ

（１０：００～）

けんこつ体操の会
（10：00～）
ひばりの会

（10：00～、二村建築）
元気の出る健康教室

（14：00～）

23 24 25 26 27 28 29

高齢者総合生活支援
センター休館日
文化会館休館日

高齢者総合生活支援
センター休館日
文化会館休館日

高齢者総合生活支援
センター休館日
レクダンス

（１０：００～）
婦人のスポーツ広場

（１３：３０～）

すこやか体操
（10：00～）

婦人のスポーツ広場
（１０：００～）

高齢者総合生活支援
センター休館日
文化会館休館日
おもちゃポケット

（９：３０～）
元気の出る健康教室

（14：00～）

高齢者総合生活支援
センター休館日
文化会館休館日

3130

日 月

Decemb
er

12戸 籍 の 窓  
10月16日～11月15日　届出分

敬称略

●人　　　口　8,172（－15）
　　　　　　　（うち外国人30）
　　　男　　　3,965（－7）
　　　女　　　4,207（－8）
●世　帯　数　2,754（－2）
●出　　　生　 4　　●死　　　亡　 8
●転　　　入　10　　●転　　　出　21

人口のうごき 
平成30年10月31日現在

発行／弥彦村役場  〒959-0392 新潟県西蒲原郡弥彦村大字矢作402
　　　☎0256-94-3131　FAX 0256-94-3216
　　　ホームページアドレス http://www.vill.yahiko.niigata.jp
　　　Ｅメールアドレス yahiko@vill.yahiko.niigata.jp
編集／総務課企画財政係　 発行日／平成30年11月26日

※戸籍の窓は、掲載の承諾をいただいた方を掲載
　しています。

分水の里

※都合により変更になる場合があります。
■問合せ　弥彦消防署　94-3152

外科

12月16日（日）

12月2日（日）

燕市吉田大保町
92-5111

高橋整形外科
クリニック12月23日（日）

県立吉田病院

12月9日（日） 西蒲区巻甲
72-1151松村醫院

燕市吉田
92-1354

いわぶち整形外科
クリニック

西蒲区押付
70-4020

12月24日（振替休日）潟東けやき病院 西蒲区国見
0256-86-3515

12月30日（日） 本間医院 燕市地蔵堂
98-2350

12月31日（月）
～1月3日（木）

新潟市急患診療
センター

中央区紫竹山
025-246-1199

休日
夜間
診療

内科・小児科・歯科
休日  9：00～17：00
夜間19：00～22：00

西蒲原地区
休日夜間急患
センター

西蒲区巻甲
72-5499

内科・小児科・
外科・整形外科
休日  9：00～12：00
　　13：00～16：30
土曜14：00～16：30
夜間19：00～22：00

県央医師会
応急診療所

三条市興野
0256-32-0909

休日当番医

納期限のお知らせ
　11月30日（金）は、下記税金などの納期限(振替日)です。忘れずに納付しましょう。
・国民健康保険税　第５期　・介護保険料　第８期　・後期高齢者医療保険料　第５期　
  毎週月曜日は午後7時まで納税できます（祝・休日は除く）
― 納付に便利な口座振替をご利用ください ―
　引き落としご希望の通帳と通帳印を持参のうえ、金融機関または税務課窓口にて手続きをお願いします。
■問合せ　税務課　94-3134

誕生日 住　所 新生児名 保護者性別
10. 8 峰　見 光男成田　充希

ミツ キ

お誕生おめでとうございます

10.16 矢　作 五十嵐　響 実　佳男
ヒビキ

11. 3 麓 佐々木　埜 敬　祐男
ナオ

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

平成30年12月

お届の日 住　所 新郎・新婦

10.31 新潟市
矢　作

市　川　和　敬
清　原　美奈子

ご結婚おめでとうございます

10.15 弥　彦 髙橋　光男 本　人86
ご逝去 住　所 故　人 世帯主年齢

10.15 走　出 半間　キヨ 啓96
11. 5 弥　彦 佐藤　髙行 本　人71
11.10 矢　作 阿部　正平 本　人78

おくやみもうしあげます

編　集　後　記

　秋。それは食欲が止まらなくなる季節。天高くオレ
肥ゆる秋を実践した㋚は冬に備えて高級ミートテッ
クをたっぷり着込んでしまいました。イベントに行っ
ては買い食いの日々。どれもとても美味しかったです。
イベントが多すぎるのが悪いんだ。そういうことにし
ておこう。 ㋚

■募集職種及び採用予定人数

　弥彦村では、平成31年４月採用予定の職員（保育士：資格免許
職）を下記により募集します。

申込期限 試験日 試験会場

平成31年
１月27日（日）

弥彦村役場
別館

平成30年12月10日（月）
　　　　　　午後5時15分
※郵送の場合、12月10日の

消印のあるものに限る。

■試験案内・申込書類の入手方法
　試験案内・申込書類は以下の方法で入手してください。
①弥彦村役場総務課に用意してあります。
②村ホームページからダウンロードできます。
③郵送請求…封筒の表に受験希望の「保育士試験案内請求」と朱

書きし、120円切手を貼った送付先明記の返信用封筒（角形２
号）を同封のうえ、問合せ先までご請求ください。

■申込方法
・必要書類を持参または郵送してください。
・受付時間　午前8時30分～午後5時15分（平日のみ）
■申込・問合せ
　弥彦村役場 総務課 庶務係 0256-94-3131
　〒959-0392　弥彦村大字矢作４０２番地

平成31年4月採用  弥彦村職員募集

採用職種 受験資格採用予定人数
保育士

資　格
免許職

若干名
昭和58年4月2日以降に生まれた者で、
保育士資格と幼稚園教諭免許の両方を
有している者または平成31年3月31日
までに取得見込みの者（　　 ）
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日 月 火 水 木 金 土
1
マタニティスクール

（１３：１５～）

2 3 4 5 6 7 8
高齢者総合生活支援
センター休館日
有酸素運動教室④

（１０：００～）

赤ちゃんマッサージ教室④
（１０：００～）
リズム体操

（１０：００～）
こころの相談

（13：30～）
婦人のスポーツ広場

（１３：３０～）

血液再検査
（９：００～）
やひこえほんの会

「えほんといっしょに
クリスマス」

（１０：００～）

楽らく教室⑨
（１０：００～）
婦人のスポーツ広場

（10：00～）
精神保健相談

（１３：３０～）

けんこつ体操の会
（10：00～）
ひばりの会

（10：00～）
元気の出る健康教室

（14：00～）

子どもわくわく教室
（10：00～）
むかしばなしと
昔の遊び

（1３：３0～）

9 10 11 12 13 14 15
田中百合子展
作品解説

（１４：００～）

高齢者総合生活支援
センター休館日
健康相談

（９：３０～）

赤ちゃんマッサージ教室
おさらい会

（１０：００～）
子育て相談

（１０：００～）
レクダンス

（１０：００～）
婦人のスポーツ広場

（１３：３０～）

すこやか体操
（10：00～）
お誕生健診

（１２：４５～）
古文書クラブ

（１4：００～）

おもちゃポケット
（９：３０～）
離乳食相談

（９：４５～）
婦人のスポーツ広場

（10：00～）
芸能クラブ

（１０：００～）

けんこつ体操の会
（10：00～）
歯科訪問診査

（１３：３０～）
元気の出る健康教室

（14：00～）

16 17 18 19 20 21 22 
高齢者総合生活支援
センター休館日

リズム体操
（１０：００～）
こころの見守り
サポーター研修

（１３：３０～）
婦人のスポーツ広場

（１３：３０～）

１歳半健診
（12：45～）
２歳・２歳半歯科健診

（１３：００～）
歯科健診とフッ素塗布

（１３：１５～）

婦人のスポーツ広場
（１０：００～）
芸能クラブ

（１０：００～）

けんこつ体操の会
（10：00～）
ひばりの会

（10：00～、二村建築）
元気の出る健康教室

（14：00～）

23 24 25 26 27 28 29

高齢者総合生活支援
センター休館日
文化会館休館日

高齢者総合生活支援
センター休館日
文化会館休館日

高齢者総合生活支援
センター休館日
レクダンス

（１０：００～）
婦人のスポーツ広場

（１３：３０～）

すこやか体操
（10：00～）

婦人のスポーツ広場
（１０：００～）

高齢者総合生活支援
センター休館日
文化会館休館日
おもちゃポケット

（９：３０～）
元気の出る健康教室

（14：00～）

高齢者総合生活支援
センター休館日
文化会館休館日

3130

日 月

Decemb
er

12戸 籍 の 窓  
10月16日～11月15日　届出分

敬称略

●人　　　口　8,172（－15）
　　　　　　　（うち外国人30）
　　　男　　　3,965（－7）
　　　女　　　4,207（－8）
●世　帯　数　2,754（－2）
●出　　　生　 4　　●死　　　亡　 8
●転　　　入　10　　●転　　　出　21

人口のうごき 
平成30年10月31日現在

発行／弥彦村役場  〒959-0392 新潟県西蒲原郡弥彦村大字矢作402
　　　☎0256-94-3131　FAX 0256-94-3216
　　　ホームページアドレス http://www.vill.yahiko.niigata.jp
　　　Ｅメールアドレス yahiko@vill.yahiko.niigata.jp
編集／総務課企画財政係　 発行日／平成30年11月26日

※戸籍の窓は、掲載の承諾をいただいた方を掲載
　しています。

分水の里

※都合により変更になる場合があります。
■問合せ　弥彦消防署　94-3152

外科

12月16日（日）

12月2日（日）

燕市吉田大保町
92-5111

高橋整形外科
クリニック12月23日（日）

県立吉田病院

12月9日（日） 西蒲区巻甲
72-1151松村醫院

燕市吉田
92-1354

いわぶち整形外科
クリニック

西蒲区押付
70-4020

12月24日（振替休日）潟東けやき病院 西蒲区国見
0256-86-3515

12月30日（日） 本間医院 燕市地蔵堂
98-2350

12月31日（月）
～1月3日（木）

新潟市急患診療
センター

中央区紫竹山
025-246-1199

休日
夜間
診療

内科・小児科・歯科
休日  9：00～17：00
夜間19：00～22：00

西蒲原地区
休日夜間急患
センター

西蒲区巻甲
72-5499

内科・小児科・
外科・整形外科
休日  9：00～12：00
　　13：00～16：30
土曜14：00～16：30
夜間19：00～22：00

県央医師会
応急診療所

三条市興野
0256-32-0909

休日当番医

納期限のお知らせ
　11月30日（金）は、下記税金などの納期限(振替日)です。忘れずに納付しましょう。
・国民健康保険税　第５期　・介護保険料　第８期　・後期高齢者医療保険料　第５期　
  毎週月曜日は午後7時まで納税できます（祝・休日は除く）
― 納付に便利な口座振替をご利用ください ―
　引き落としご希望の通帳と通帳印を持参のうえ、金融機関または税務課窓口にて手続きをお願いします。
■問合せ　税務課　94-3134

誕生日 住　所 新生児名 保護者性別
10. 8 峰　見 光男成田　充希

ミツ キ

お誕生おめでとうございます

10.16 矢　作 五十嵐　響 実　佳男
ヒビキ

11. 3 麓 佐々木　埜 敬　祐男
ナオ

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

平成30年12月

お届の日 住　所 新郎・新婦

10.31 新潟市
矢　作

市　川　和　敬
清　原　美奈子

ご結婚おめでとうございます

10.15 弥　彦 髙橋　光男 本　人86
ご逝去 住　所 故　人 世帯主年齢

10.15 走　出 半間　キヨ 啓96
11. 5 弥　彦 佐藤　髙行 本　人71
11.10 矢　作 阿部　正平 本　人78

おくやみもうしあげます

編　集　後　記

　秋。それは食欲が止まらなくなる季節。天高くオレ
肥ゆる秋を実践した㋚は冬に備えて高級ミートテッ
クをたっぷり着込んでしまいました。イベントに行っ
ては買い食いの日々。どれもとても美味しかったです。
イベントが多すぎるのが悪いんだ。そういうことにし
ておこう。 ㋚

■募集職種及び採用予定人数

　弥彦村では、平成31年４月採用予定の職員（保育士：資格免許
職）を下記により募集します。

申込期限 試験日 試験会場

平成31年
１月27日（日）

弥彦村役場
別館

平成30年12月10日（月）
　　　　　　午後5時15分
※郵送の場合、12月10日の

消印のあるものに限る。

■試験案内・申込書類の入手方法
　試験案内・申込書類は以下の方法で入手してください。
①弥彦村役場総務課に用意してあります。
②村ホームページからダウンロードできます。
③郵送請求…封筒の表に受験希望の「保育士試験案内請求」と朱

書きし、120円切手を貼った送付先明記の返信用封筒（角形２
号）を同封のうえ、問合せ先までご請求ください。

■申込方法
・必要書類を持参または郵送してください。
・受付時間　午前8時30分～午後5時15分（平日のみ）
■申込・問合せ
　弥彦村役場 総務課 庶務係 0256-94-3131
　〒959-0392　弥彦村大字矢作４０２番地

平成31年4月採用  弥彦村職員募集

採用職種 受験資格採用予定人数
保育士

資　格
免許職

若干名
昭和58年4月2日以降に生まれた者で、
保育士資格と幼稚園教諭免許の両方を
有している者または平成31年3月31日
までに取得見込みの者（　　 ）
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謝
す
る
の
は
団
員
。
団
員
あ
っ
て

こ
そ
だ
か
ら
ね
。」
と
お
話
し
く

だ
さ
っ
た
中
川
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
大

戸
の
第
八
分
団
の
消
防
団
に
入
団
、
ラ
ッ

パ
隊
に
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
夜
７
時
半

か
ら
９
時
く
ら
い
ま
で
昔
の
体
育
館
裏
、

陸
橋
の
下
、
文
化
会
館
の
裏
や
中
学
校
体

育
館
の
裏
な
ど
を
練
習
場
と
し
、
山
に
向

か
っ
て
ラ
ッ
パ
を
吹
い
た
の
だ
と
か
。

　
平
成
23
年
の
寛
仁
親
王
牌
の
た
め
に
結

成
さ
れ
た
特
別
編
成
吹
奏
楽
隊
で
は
、
普

段
の
練
習
の
他
に
も
練
習
が
あ
り
、
隊
員

は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
も
「
選
手
に
影
響
す
る
か
ら
絶
対
に
間

違
え
ら
れ
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
必
死
に

練
習
を
重
ね
、
１
ヶ
月
前
に
な
る
と
１
日

お
き
に
練
習
。「
決
勝
ス
タ
ー
ト
前
は
怖

い
く
ら
い
静
か
で
緊
張
し
た
。」
と
当
時

の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

内
さ
ん
は
、
弥
彦
麓
郵
便
局
長
と

し
て
勤
務
さ
れ
な
が
ら
選
挙
管
理

委
員
を
20
年
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　
当
時
の
地
元
の
区
長
さ
ん
と
議
員
さ
ん

か
ら
声
が
か
か
っ
た
際
に
「
わ
た
し
に
で

き
る
こ
と
な
ら
い
い
で
す
よ
。」
と
引
き

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
長
年
勤
め
ら
れ
た
の
は
、「
た
ま
た
ま

地
元
に
ず
っ
と
い
て
、
会
社
の
理
解
も

あ
っ
た
か
ら
。
そ
し
て
役
場
の
み
な
さ
ん

の
お
陰
で
す
。」
と
謙
遜
す
る
堀
内
さ
ん
。

　
来
年
大
き
な
選
挙
が
続
き
ま
す
が
、「
ミ

ス
や
事
故
は
慣
れ
か
ら
く
る
思
い
込
み
だ

と
思
っ
て
い
る
。
決
め
ら
れ
た
通
り
に
決

め
ら
れ
た
方
法
で
や
る
。
分
か
ら
な
か
っ

た
ら
指
導
を
受
け
、
自
分
勝
手
に
決
め
な

い
と
い
う
こ
と
」
と
選
挙
管
理
委
員
と
し

て
の
心
構
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
感

堀

な
か
が
わ

た
く
み

ほ
り
う
ち

た
か
お02 弥

彦
モ

ン
ゴ

ル
フ

ェ
ア

2018　

03 防
犯

カ
メ
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を
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し
ま

し
た

　

06 人
権

週
間

10 V
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opics 
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20 今
月

の
や

ひ
こ

び
と

　
秋

の
叙

勲

　
こ
の
11
月
１
日
、
山
形
県
飯
豊
（
い
い
で
）
町
を

訪
ね
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
式
を

終
了
後
、
11
時
半
に
役
場
を
出
発
し
ま
し
た
。
同
行

者
は
武
石
議
会
議
長
、
総
務
課
の
課
長
補
佐
の
計
３

人
。
途
中
す
っ
か
り
紅
葉
と
な
っ
た
県
境
の
峠
を
越

え
、
飯
豊
町
役
場
に
つ
い
た
の
は
午
後
２
時
半
で
し

た
。
訪
問
の
目
的
は
、
弥
彦
村
が
大
災
害
を
受
け
、

全
村
避
難
と
な
っ
た
時
、
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め

の
災
害
協
力
協
定
締
結
の
下
相
談
を
す
る
た
め
で
し

た
。

　
役
場
に
は
後
藤
幸
平
町
長
を
は
じ
め
防
災
担
当
の

幹
部
職
員
の
方
２
人
が
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
挨
拶
と
お
茶
を
一
杯
い
た
だ
き
す
ぐ
に
、
町
長

の
案
内
で
町
の
避
難
収
容
施
設
を
視
察
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
町
に
は
18
ヵ
所
の
避
難
施
設
が
あ
り
、

収
容
人
員
は
一
人
３
㎡
の
面
積
で
１
万
２
百
人
で
し

た
。
　

　
第
一
小
学
校
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
部
地
区

公
民
館
・
し
ら
さ
ぎ
荘
、
県
少
年
自
然
の
家
、
美
の

里
な
ど
で
す
。
飯
豊
町
は
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は

福
島
県
か
ら
の
沢
山
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
時
の
経
験
か
ら
高
齢
者
で
施
設
に

入
居
さ
れ
て
い
た
人
へ
の
対
応
も
「
大
丈
夫
」（
後
藤

町
長
）
と
の
心
強
い
言
葉
で
し
た
。

　
飯
豊
町
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
に
参

加
し
て
い
る
自
然
に
も
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
所
で

し
た
。
弥
彦
村
は
す
で
に
同
様
な
協
定
を
長
野
県
青

木
村
と
結
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
こ
も
受
け
入
れ
態
勢

が
整
っ
て
お
り
、
飯
豊
町
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、

最
悪
の
事
態
と
な
っ
て
も
災
害
難
民
と
な
ら
ず
に
済

み
ま
す
。
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

弥
彦
村
長

　小 

林 

豊 

彦

瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

元
弥
彦
村
消
防
団
団
長

中
川
　巧 

さ
ん

藍
綬
褒
賞（
選
挙
関
係
事
務
功
績
）

弥
彦
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

堀
内
　岳
郎 

さ
ん

弥
彦

村
の

地
域

包
括
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